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アイルランド系移罠とイギリス産業革命（富岡）

〔
要
約
】
　
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
異
常
な
歴
史
の
最
も
顕
著
な
側
面
は
そ
の
人
口
が
半
減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
規
模
な
移

住
の
た
め
で
あ
る
。
移
住
の
主
な
原
因
は
イ
ギ
ジ
ス
資
本
主
義
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
の
破
壊
と
一
八
四
五
－
五
〇
年
に
お
け
る
ポ
テ
ト
知
事
で
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
多
数
を
吸
収
し
た
。
移
民
は
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
木
綿
、
石
炭
、
鉄
鋼
、
金
属
工
業
と
鉄
道
の
急
速
な

発
展
の
お
か
げ
で
雇
用
を
み
つ
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
家
は
彼
ら
の
諸
産
業
の
発
展
の
た
め
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
有
用
な
労
働
者
と
み
た
。
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
移
民
の
評
判
の
か
ぎ
は
彼
ら
が
不
熟
練
労
働
に
集
中
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
高
度
に
移
動
性
を
も
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

を
構
成
し
、
労
働
力
需
要
に
敏
感
に
反
応
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
労
働
者
に
よ
っ
て
好
ま
れ
な
か
っ
た
仕
事
に
喜
ん
で
つ
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
産

業
革
命
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
移
住
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
発
展
を
遅
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
八
巻
四
号
　
一
九
八
五
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

現
代
イ
ギ
リ
ス
は
多
民
族
社
会
で
あ
る
。
一
八
一
一
九
世
紀
に
多
数
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
、
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
ユ
ダ
ヤ
人
や
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
々
が
、
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
し
て
き
た
。
彼
ら
は
す
べ
て

白
人
移
民
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
に
イ
ン
ド
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
、
西
イ
ン
ド
人
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
々
な
ど
の
カ
ラ
ー
ド
移
民
が
そ

れ
に
参
加
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
驚
か
し
た
。
白
人
移
民
に
加
え
て
、
カ
ラ
：
ド
移
民
を
迎
え
た
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
、
複
雑
な
人
種

問
題
へ
の
対
処
は
も
は
や
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
カ
ラ
ー
ド
移
民
が
急
増
し
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら
人
種
間
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題
が
急
に
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ヅ
プ
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
に
人
種
関
係
法
（
昏
Φ
切
8
差
止
Φ
げ
試
8
。
。
諺
○
け
払
Φ
呂
）
が
制
定
さ
れ
、
つ
い
で
六
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
七
六
年
に
改
定
さ
れ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
移
民
に
関
す
る
調
査
・
研
究
も
急
速
に
活
発
に
な
っ
た
。
ロ
ー
ズ
（
国
・
一
。
ω
．
菊
O
ω
①
）
、
ダ
ビ
ソ
ン

　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

（
園
．
ω
・
　
】
）
㊤
〈
一
ω
O
昌
）
、
ヒ
ロ
（
U
・
匹
8
）
、
ア
ボ
ッ
ト
（
ω
・
き
げ
。
ε
な
ど
に
よ
る
精
力
的
な
研
究
が
続
出
し
た
。
　
一
九
六
七
年
に
は
民
間
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

査
機
関
「
政
治
経
済
計
画
（
剛
9
三
。
曵
餌
巳
国
8
き
巳
。
℃
ド
目
ぢ
σ
q
）
」
が
『
人
種
差
別
に
つ
い
て
の
P
E
P
報
告
』
を
発
表
し
、
そ
れ
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

つ
い
て
ダ
ニ
エ
ル
（
≦
・
ぐ
く
。
一
）
㊤
⇒
一
Φ
一
）
が
人
種
差
別
の
実
態
を
ま
と
め
た
。
ま
た
各
都
市
に
お
け
る
移
民
の
実
状
が
分
析
さ
れ
た
。
ブ
リ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
ン
に
つ
い
て
の
パ
タ
ー
ソ
ン
（
の
・
　
℃
9
⊃
け
叶
Φ
N
ω
O
尉
）
の
研
究
や
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
に
つ
い
て
の
ロ
ー
レ
ン
ス
（
P
い
恥
鳶
自
8
）
の
業
績
は
そ
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

表
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
移
民
の
雇
用
や
住
宅
に
お
け
る
差
別
も
取
扱
わ
れ
た
。
ラ
イ
ト
（
℃
●
】
じ
．
ぐ
小
目
一
σ
q
プ
け
）
や
ス
ミ
ス
（
U
．
9
ω
巨
昏
）
の
研
究

が
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
人
種
間
題
の
研
究
が
さ
か
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
わ
が
国
へ
は
ほ
と
ん
ど

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
問
題
や
部
落
問
題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

移
民
の
歴
史
と
現
状
を
研
究
課
題
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
移
民
の
な
か
で
、
最
も
早
く
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
し
、
現
在
に
お
い
て
も
最
大
の
移
民
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い

る
の
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
る
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
現
代
社
会
の
形
成
、
と
く
に
そ
の
産
業
革
命
の
発
展
に
深
く
掛
か
り
合
っ
て
き
た

し
、
現
在
に
お
い
て
も
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
や
I
R
A
な
ど
深
刻
な
政
治
的
・
社
会
的
難
題
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
へ
突
き
つ
け
て
い
る
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
研
究
は
緊
急
な
社
会
的
課
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
し
た
諸
研
究
は
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
ー
ド
移
民
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ

て
お
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
ま
ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
つ
い
て
分
析
し
、

つ
い
で
カ
ラ
ー
ド
移
民
に
つ
い
て
の
研
究
へ
移
る
で
あ
ろ
う
。

　
移
民
問
題
の
研
究
の
た
め
に
は
、
両
国
の
経
済
関
係
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が
ア
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ラ
ン
ド
経
済
を
従
属
さ
せ
、
支
配
し
て
き
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
松
尾
太
郎
氏
や
杉
原
薫
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
関
心
は
移
民
そ
の
も
の
に
あ
る
。
移
民
に
つ
い
て
は
高
橋
裕
之
氏
と
本
多
三
郎
氏
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アイルランド系移民とイギリス産業革命（窟岡）

　
　
⑫

の
論
稿
が
あ
る
だ
け
で
、
本
格
的
研
究
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
歴
史
的
経
過
と
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
発
展
に
お
い

て
彼
ら
が
果
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
へ
の
従
属
が
最
も
先
鋭
的
な
形
で
現
わ
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
と
き
で
あ
っ
た
ゆ
え
、

本
稿
は
分
析
の
焦
点
を
主
と
し
て
一
九
世
紀
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
に
限
定
し
、
二
〇
世
紀
の
そ
れ
に
関
し
て
は
後
日
の
研
究
に
ゆ

ず
る
。①

　
国
晶
』
．
切
。
ω
①
9
民
霧
ω
o
。
㌶
仲
①
。
・
、
G
ミ
。
ミ
ミ
ミ
6
ミ
ミ
噛
蓉
愚
、
箆
物
愚
ミ
w

　
o
§
切
篭
三
戸
陶
§
鴨
淘
ミ
ミ
焼
。
嵩
勲
H
8
ρ

②
　
菊
．
ω
．
U
零
富
§
匂
§
三
夏
ミ
§
」
§
偽
着
“
譜
℃
ち
爵
ら

⑧
P
国
耽
p
ミ
§
神
切
唾
ミ
罫
唱
§
書
b
σ
ミ
耕
き
頻
り
誠
伽

④
　
o
α
●
〉
σ
ぴ
。
ヰ
（
O
α
．
）
℃
§
㊥
㌔
蕊
竃
9
ミ
§
ミ
碧
亀
ミ
b
ぎ
§
起
焼
出
職
§
§

　
馳
畿
馬
ミ
ざ
要
り
担
．

⑥
鼠
、
鴇
旧
習
ミ
馬
ミ
N
聖
翫
ミ
b
静
“
篭
§
§
ミ
画
§
、
℃
o
｝
津
一
。
巴
p
鼠
国
8
岩
邑
。

　
男
訂
藍
ぎ
鱒
お
曾
．

⑥
毒
・
甫
．
∪
雪
δ
押
肉
§
軌
ミ
b
蹄
ミ
§
意
ミ
帖
s
一
§
二
二
§
9
H
㊤
①
Q
。
’

⑦
o
Q
．
娼
餌
陣
。
話
o
P
b
ミ
隷
9
ミ
掴
偽
ミ
野
鼠
象
職
ミ
。
鴫
ミ
N
g
N
（
魯
ミ
暮
馬

　
這
冒
。
蓉
勘
§
駄
自
隷
§
・
・
蔦
§
恥
蝋
ミ
ミ
§
旨
ミ
偽
ミ
這
O
§
疇
画
丸
し
u
嵐
註
§
”

　
物
。
ミ
壽
卜
0
9
ミ
§
讐
一
Φ
①
ω
●

ニ
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
と
移
住

1

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
ロ
推
移

⑧
U
．
U
鱒
毒
目
塗
β
甦
§
隷
§
碍
ミ
ミ
誘
き
ミ
鷺
9
§
四
竃
ρ
ド
リ
謹
●

⑨
℃
．
P
乏
瓢
α
q
茸
’
§
恥
G
ミ
§
鳶
戚
§
愚
ミ
§
切
ミ
帖
怨
N
ミ
裳
恥
鴨
§
お
①
。
。
「

⑩
U
」
．
q
α
ヨ
津
ダ
需
§
帖
ミ
b
静
鼠
§
ミ
和
琴
§
奪
ζ
黛
遷
§
心
隔
タ
δ
置
…
∪
◆
ω
ヨ
ぽ
ロ

　
磐
O
＞
。
≦
溺
ζ
㊦
ざ
肉
§
軌
ミ
』
§
ミ
殴
ミ
a
ミ
民
、
さ
、
詩
§
婁
帖
ゆ
茜
一
〇
胡
e

⑪
　
松
尾
太
郎
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
國
際
経
済
政
策
史
研
究
』
一
九
七
三
年
、
同
『
ア

　
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
史
的
構
造
』
一
九
八
○
年
、
杉
原
薫
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
輩
命

　
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
　
（
角
山
多
多
…
『
講
座
西
洋
経
済
史
H
　
産
業
革
命
の
時
代
』

　
～
九
七
九
年
所
収
）
。

⑫
高
橋
裕
之
二
八
閥
○
年
代
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
気
門
問
題
と
ナ
シ
ョ
ナ

　
リ
ズ
ム
」
国
際
商
科
大
学
論
叢
創
刊
号
一
九
六
七
年
、
本
多
三
郎
「
一
九
世
紀
中

　
葉
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貧
民
」
（
堀
越
智
編
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ナ

　
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
研
究
』
　
九
入
一
年
所
収
）
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
は
悲
劇
的
な
推
移
を
た
ど
っ
て
き
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
最
初
の
セ
ン
サ
ス
は
一
八
一
二
年
で
あ
っ
た
が
、

3　（525）



第1表　アイルランド人口（1821－1961年）

　　　　　　　　　　　単位1，000名

・・サ・年i南部2酬北細Ili鍬ル

6，846

7，767

8，175

6，552

5，799

5，412

5，175

4，705

4，459

4，390

4，229

4，248

4，332

4，240

不　明

不　明

1，646

1，440

1，397

1，359

1，305

1，236

1，237

1，250

1，257

1，280＊

1，371

1，425

不　明

不　明

6，529

5，112

4，402

4，053

3，870

3，469

3，222

3，14e

2，972

2，968

2，961

2，815

1821年

1831

1841

1851

1861

1871

1881

1891

1901

1911

1926

1936

1951

1961

　
　
　
　
③

ほ
ど
で
あ
る
。
一
九
－
二
〇
世
紀
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
例
外
と
し
て
、

　
④

の
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
こ
の
一
〇
〇
年
余
り
の
問
に
人
口
が
半
減
し
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

く
減
少
し
た
の
は
一
八
四
一
－
五
一
年
の
間
で
、
約
一
六
二
万
名
も
減
っ
た
。

八
四
一
一
六
一
年
の
二
〇
年
間
に
約
二
三
七
万
名
の
激
減
で
あ
っ
た
。

イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
統
計
を
検
討
す
る
と
、
一
九
世
紀
中
葉
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
に
と
っ
て
危
機
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

九
世
紀
後
半
の
こ
の
国
の
歴
史
は
常
軌
を
逸
し
た
年
々
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

欝、

p
論
↑
　
戴
蟻
岬
噺
凝

　
　
　
ご
　
つ
ム

＊
　
　
E
α
R
μ

　
　
　
　
　
　
し
た
。
　
「
消
え
ゆ
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
園
は
一
九
世
紀
半
ば
以
降
人
口
増
を
経
験
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
最
も
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ
の
一
〇
年
間
に
約
七
五
万
名
が
減
っ
た
。
し
た
が
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
一
九
世
紀
後
半
だ
け
で
そ
の
人
口
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
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2

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
海
外
移
住

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
口
の
減
少
の
主
な
原
因
の
一
つ
は
移
住
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
推
移
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
第
2
表
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
海
外
移
住
者
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
渡
航
者
を
含
ま
な
い
。
第
3
表
は
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
者
を
も
含
む
す
べ
て
の
移
住
者
数
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⑦

で
あ
る
。
海
外
移
住
者
数
は
一
八
二
五
－
三
〇
年
の
六
年
間
に
約
一
一
万
名
で
あ
り
、
一
八
一
一
二
…
四
〇
年
の
一
〇
年
間
に
約
四
〇
万
名
で
あ

り
、
一
八
四
一
－
五
〇
年
の
一
〇
年
に
は
約
＝
八
万
名
へ
は
ね
あ
が
り
、
次
の
一
〇
年
間
で
も
約
一
二
二
万
名
で
あ
り
、
一
八
六
一
－
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
で
も
約
八
二
万
名
で
あ
っ
た
。
移
住
の
ピ
ー
ク
は
一
九
世
紀
半
ば
で
あ
り
、
一
八
五
二
年
だ
け
で
も
約
一
九
万
名
が
去
っ
た
。
そ
の
後
、
大

量
流
出
は
約
半
世
紀
間
続
い
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
漸
減
し
、
第
一
次
大
戦
の
た
め
激
減
し
、
大
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

民
制
限
政
策
、
世
界
大
恐
慌
、
第
二
次
大
戦
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
海
外
移
住
を
ほ
と
ん
ど
停
止
さ
せ
た
。

　
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
移
住
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
に
と
っ
て
ど
れ
位
の
比
率
を
占
め
た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
い
ま
ピ
ー
ク
の
時
期
を
と

っ
て
み
る
と
、
一
八
五
一
年
五
月
か
ら
一
八
八
三
年
末
ま
で
の
移
民
合
計
は
約
二
九
一
万
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
期
聞
に
お
け
る
年
平
均
人
口

の
五
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
期
間
に
人
口
の
半
分
以
上
が
出
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
方
別
に
み
る
と
、
マ
ン
ス
タ
ー

第2表 アイルランドからの海外移住1者数
（1825－1952年）

期間1 26州から 1 ・州か引 32州から

1825－30年 111β94名

1831－40 395，481

1841－50 1．179β60

1851－60
…

L216，265

1861－70 し 818，582

1871－80

P881－90

不　明 不
　
闘
r
l

542，703

V34，475

1891－1900 1 460，917

1901－10 …
E

485，461

229，239

146，834

不明

96，129

　6，560

　7，687

不明

不明

不明

33、208名

2，781

2，331

不明

不明

1911－20

1921－25

1924－27

1928－31

1932－35

1936－39

1940－45

1946－52

E

ノ

106，446名

62，921

　3，779

　　5，356

不明

32，433

　The　Department　of　Social　Welfare．　oP．　cit．

Tab｝e　88，　p．118．より作成。

地
方
か
ら
寸
寸
九
七
、
○
○
○
名
（
同
地
方
の
年
平
均
人
口
の
六
五

・
四
％
）
、
ア
ル
ス
タ
ー
地
方
か
ら
約
八
五
八
、
○
○
○
名
（
四
五
・

八
％
）
、
　
コ
ノ
ー
ト
地
方
か
ら
約
三
九
九
、
○
○
○
名
（
四
四
・
六

％
）
、
レ
ン
ス
タ
ー
地
方
か
ら
約
五
四
七
、
○
○
○
名
（
三
八
・
○

　
　
　
　
　
⑩

％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
最
も
多
い
マ
ン
ス
タ
ー
か
ら
は

一
〇
名
の
う
ち
約
七
名
が
、
最
も
少
な
い
レ
ン
ス
タ
ー
か
ら
で
も
三

名
に
一
名
が
移
住
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
全
く
ひ
ど
い
話
で
あ

る
。　

つ
ぎ
に
一
八
四
一
一
一
九
五
二
年
に
お
け
る
彼
ら
の
海
外
移
住
の

行
先
を
検
討
す
る
。
第
4
表
は
彼
ら
の
海
外
移
住
先
と
そ
の
期
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

お
け
る
移
民
総
数
に
対
す
る
そ
の
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

5　（527）



移住者数

59、623名

50，867

48，ユ47

35，895

48，703

38，995

32，535

32，241

41，232

45，288

39，613

40，190

39，789

36，9e2

30，676

35，344

39，082

23，295

28，676

32，457

第3表　アイルランドからの移住春画（1851－1910年）

移住者数II年1移住者数ll年年

蹴
朧
蹴
脳
晒
鰯
餅
鵬
謝
蜘
蜥
蹴
鵬
脳
鰯
鰯
蜥
鵬
㎜
脚

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
工
　
　
－

71，240名

78，102

90，149

73，184

51，462

37，587

38，503

41，124

47，065

95，517

78，417

89，136

108，724

75，863

62，e34

63，135

82，923

78，684

70，477

61，313

1871年

1872

1873

1874

1875

1876

1877

1878

1879

1880

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

1890

152，060名

190，322

173，148

140，555

91，914

90，781

95，081

64，337

80，599

84，621

64，292

7e，117

117，229

114，169

101，497

99，467

80，624

61，018

66，568

74，855

1851年＊

1852

1853

1854

i855

1856

1857

1858

1859

1860

1861

1862

1863

：864

1865

1866

1867

1868

1869

1870

＊　1851年は5月1日からの数字
　Pof）ftlation　CeOisus（ゾIPteland，1871　to　1911，　in　B・Tho皿as，114ゼ8｝zτ舞。π

and　Economic　Growtlt，　Table　90，　pp．　392－94；　Emigration　Statistics

of　Irelaitd／br　the　yeaf　1883，〔C．一3899〕，　Table　2，　p．4．より作成。

名
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
、
約
六
七
万
名
が
カ
ナ
ダ
へ
、
約
三
七
万
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

じ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
優
勢
は
か
わ
ら
ず
、
平
均
す
る
と
そ
れ
は
海
外
移
住
の
約
八
○
％
を
占
め
た
。

入
っ
て
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
多
く
行
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
は
一
九
世
紀
後
半
に
多
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
遠
距
離
に
あ
り
、
渡
航
費
も
高
く
つ
い
た
の
で
、
一
度
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
そ
こ
で
渡
航
費
を
か
せ
い
だ
あ

れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
四
一
－
五
〇
年
に
海
外
移
住
し
た

約
一
一
八
万
名
の
う
ち
、
約
八
二
万
名
（
六
九
・
八
％
）

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
、
約
三
三
万
名
（
二
七
・
九
％
）

は
カ
ナ
ダ
へ
、
約
二
万
名
（
一
・
九
％
）
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
。
次
の
一
〇

年
間
に
は
総
数
約
一
二
二
万
名
の
う
ち
、
・
約
九
九
万
名

（
八
一
・
四
％
）
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
、
約
一
二
万

名
（
九
・
七
％
）
は
カ
ナ
ダ
へ
、
三
一
〇
旧
名
（
八
・

三
％
）
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

行
っ
た
。
一
八
六
一
一
七
〇
年
の
総
数
約
八
二
万
名
の

う
ち
約
六
九
万
名
（
八
四
・
四
％
）
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
へ
、
約
八
万
名
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
、
約
四
万
名
（
四
・
九
％
）
が
カ
ナ
ダ
へ
行

っ
た
。
一
八
四
一
－
一
九
二
五
年
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
の
海
外
移
民
数
を
合
計
す
る
と
、
約
四
七
〇
万

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
。
全
期
間
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
と
二
〇
世
紀
に
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と
、
ア
メ
リ
カ
へ
再
移
住
し
て
い
っ
た
人
々
も
多
く
あ
っ
た
。
な
お
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
貯
蓄
を
し
、
帰
国
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

合
ほ
ど
容
易
で
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
例
が
み
ら
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
へ
の
移
住
は
さ
ら
に
長
距
離
で
、
よ
り
多
く
の

費
用
の
か
か
る
旅
で
あ
り
、
し
か
も
祖
国
と
の
ほ
と
ん
ど
完
全
な
決
別
を
含
む
移
住
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
テ
ト
飢
鐘
の
あ

と
か
な
り
多
く
の
数
が
そ
れ
ら
の
地
へ
移
住
し
た
の
は
、
彼
ら
の
五
分
の
四
以
上
が
植
民
地
政
府
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
援
助
は
一
九
世
紀
末
ま
で
つ
づ
い
た
。

　
つ
ぎ
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
住
を
検
討
し
よ
う
。
両
国
は
近
距
離
に
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
流
入
は
早
く
、

一
二
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
二
世
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
併
合
を
計
画
し
、
軍
を
そ
の
地
へ
進
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
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第5表 イギリスにおけるアイルランド系移民数
（1841－1971年）

センサ矧富ζ三調う雫ツトラ合計

415，000名

727，000

806，000

775，000

781，000

60r3，000

632，000

550，000

524，000

505，000

716，000

948，000

957，000

126，000名

2e7，000

204，000

208，000

219，000

195，000

205，000

175，000

159，000

124，000

89，000

69，000

不明

289，000名

s20，eoo

602，000

567，000

562，000

458，000

427，000

37s，eoo

365，000

381，000

627，000

878，000

不明

1841年

1851

1861

1871

1881

1891

1901

1911

1921

1931

1951

1966

1971

　　SaenPle　Ce7tsz－s　1966，　Great　Britain，　Sttm7nar），

Tabies，　Table　6，　p．　29；　Ceizsus　197j，　Gveat　Britain，

Cott7tt7ry　cゾBirth　Tables，　Table　3，　p．26；The

Department　of　Social　Welfare，　op．　ait．，　p．126．よ

り作成。

部
族
長
ら
の
軍
を
撃
破
し
た
の
で
、
倥
民
の
多
く
は
そ
こ
を
追
わ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
で
浮
浪
し
た
り
、
若
干
は
行
商
人

や
旦
羅
労
働
者
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
組
み
こ
ま
れ
た
。
し
か
し
一

二
四
三
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
浮
浪
者
排
除
の
た
め
の
法
令
が
回
せ
ら
れ
、

イ
ギ
リ
ス
在
住
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
大
部
分
は
追
放
さ
れ
た
。
し
か
し

有
能
な
表
は
イ
ギ
リ
ス
封
建
領
主
軍
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
こ
に
征
服
者
イ

ギ
リ
ス
軍
の
な
か
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
勤
務
す
る
と
い
う
伝
統
が
始
ま

　
⑭

つ
た
。

　
浮
浪
者
排
除
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
イ

ギ
リ
ス
へ
渡
り
つ
づ
け
、
両
国
間
の
貿
易
を
取
扱
っ
た
主
な
港
町
に
商
人

と
し
て
定
住
し
た
。
と
く
に
貿
易
と
戦
争
に
そ
の
繁
栄
を
依
存
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

8　（530）

リ
バ
プ
ー
ル
、
ブ
リ
ス
ト
ル
や
ロ
ン
ド
ン
で
は
一
四
世
紀
末
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
地
区
が
形
成
さ
れ
た
。

　
＝
ハ
ニ
九
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
浮
浪
者
追
放
令
が
再
び
発
せ
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
一
六
四
九
年
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
一
万
二
千
名
の
軍
隊

を
率
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
と
し
て
ダ
ブ
リ
ン
へ
上
陸
し
た
時
か
ら
両
国
は
ま
す
ま
す
不
幸
な
関
係
と
な
っ
た
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

服
後
も
、
新
教
徒
イ
ギ
リ
ス
人
と
旧
教
徒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
宗
教
的
対
立
は
決
し
て
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
大
量
移
住
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
半
ば
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ

⑰る
。
し
か
し
そ
の
正
確
な
数
字
を
示
す
統
計
資
料
は
な
い
。
そ
こ
で
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
一
八
四
一
1
一
九
七
一
年
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

住
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
数
を
み
る
と
、
第
5
裏
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
数
は
一
八
四
一
年
に
は
約
四
二
万
名
で
、
五
一

年
に
は
約
七
三
万
名
へ
ふ
え
、
六
一
年
に
は
約
八
一
万
名
と
い
う
一
九
世
紀
中
に
お
け
る
最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
漸
減
し
、
一



九
三
一
年
に
は
約
五
一
万
名
ま
で
減
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
再
び
急
増
し
、
一
九
五
一
年
に
は
約
七
二
万
名
へ
、
さ
ら
に
六
六
年
に
は
約
九
五

万
名
へ
と
増
加
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
在
住
移
民
数
か
ら
移
住
の
数
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
一
八
四
一
－
五
一
年
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
期
間
中
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
死
亡
率
は
年
三
均
一
・
五
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
一
〇
年
間
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ

の
彼
ら
の
移
住
は
約
二
七
万
名
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
約
一
〇
万
名
で
あ
り
、
合
計
約
三
七
万
名
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
づ
く
一
〇
年
間
を
推

アイルランド系移民とイギリス産業革命（寓岡）

第6表 諸外国におけるアイルランド系移民数（1841－1951年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位1，000名

年i鍛副蘇劃・ナダ防到・ギ・・瞬合計
　537

1，916

2，703

2，854

3，035

2．901

2，533

2，134

1，759

1，616

1，525

415

727

806

775

781

653

427

550

524

棚
磯
棚
棚
鵬
卿
悩
魏
鵬
79

45

Jro5

716

㎜
脚
螂
謝
搦
蜘
㎜
9
3
9
3
鵬
8
6

不明

　962

1，611

1．856

1，855

1，872

1，615

1，352

1，037

　924

　678

1841年1
　　　　　し
・85・】

1861

1871　i
・88・i
l
l
l
l

聴

器

8，17Jr

6，552

5，799

5，412

5，175

4，705

4，459

4，390

4，354

4，176

4，332

The　Department　of　Social　Welfare，　op．　cit．，　p．126。よりf二成。

聾
す
る
と
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
彼
ら
の
二
〇
1
三
五
歳
の
年
平
均
死
亡
率
○
・
九
％
と

五
五
一
六
五
歳
の
同
死
亡
率
一
一
・
九
％
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
は
約
一
八
万
名
、
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
へ
は
約
四
万
名
で
、
合
計
約

二
二
万
名
と
な
る
、
そ
れ
ゆ
え
、
一
八
四
一
一
六
一
年
の
二
〇
年
間
に
約
五
九
万
名
が
イ

　
　
　
　
　
　
　
⑲

ギ
リ
ス
へ
移
住
し
た
。

　
つ
ぎ
に
海
外
諸
国
（
イ
ギ
リ
ス
も
含
む
）
に
定
住
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
数
を

比
較
し
て
み
よ
う
。
一
八
四
一
－
一
九
五
一
年
に
お
け
る
そ
の
数
は
第
6
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
彼
ら
の
総
数
は
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
急
増
し
た
。
一
八
四
一
年
に
約
五
四
万
名
で

あ
っ
た
が
、
一
〇
年
後
に
約
一
九
二
万
名
へ
と
四
倍
近
く
に
は
ね
上
が
っ
た
。
以
後
ふ
え

つ
づ
け
、
一
八
八
一
年
に
は
三
〇
〇
万
名
を
こ
え
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
当
時
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
い
た
同
国
人
は
約
五
一
八
万
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
海
外
在
住
者
は
そ
の
約
五
九
％

に
稲
督
し
た
。
海
外
在
住
者
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
八
九
一
年
に

海
外
在
佳
老
は
二
九
〇
万
棒
に
や
や
減
少
し
た
が
、
本
国
在
住
老
に
対
す
る
比
率
は
六
二

％
へ
と
上
昇
し
た
。
そ
の
後
、
海
外
在
往
者
の
総
数
も
、
本
国
在
住
者
数
に
対
す
る
比
率

9　（531）



も
減
少
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
比
率
は
、
一
九
〇
一
年
に
五
七
％
、
一
一
年
に
四
九
％
、
二
一
年
に
四
〇
％
、
三
一
年
に
三
九
％
、
五
一

年
に
三
五
％
に
な
っ
た
。

　
海
外
在
住
者
数
か
ら
み
て
、
つ
ね
に
最
も
多
か
っ
た
国
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
で
は
そ
の
数
は
一
九
世
紀
後
半
に
急
増
し

た
。
そ
れ
は
一
八
五
一
年
に
約
九
六
万
名
で
あ
っ
た
が
、
七
一
年
夏
は
約
一
八
六
万
名
へ
と
倍
増
し
た
。
つ
い
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の

総
数
が
約
三
〇
〇
尊
名
と
な
っ
た
一
八
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
そ
の
約
六
一
％
の
約
一
八
六
万
名
が
い
た
。
九
一
年
に
は
そ
れ
は
一

八
七
万
名
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
総
数
の
六
五
％
に
達
し
た
。
そ
の
後
そ
の
数
は
減
少
し
、
一
九
五
一
年
に
は
約
六
八
万
名
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
三
分
の
一
に
減
っ
た
。

　
第
二
に
多
か
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
一
八
四
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
約
四
二
万
名
で
、
そ
れ
は
彼

ら
の
移
民
総
数
の
七
七
％
で
あ
っ
た
。
五
一
年
に
そ
れ
は
約
七
三
万
名
へ
ふ
え
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
移
民
が
急
増
し
た
の
で
、
全
移

民
に
対
す
る
比
率
は
三
八
％
で
あ
っ
た
。
六
一
年
に
は
約
八
一
万
名
と
一
九
世
紀
中
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
が
、
そ
の
比
率
は
三
〇
％
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
、
そ
の
数
も
、
全
移
民
へ
の
比
率
も
、
漸
減
し
た
。
す
な
わ
ち
一
八
七
一
年

に
は
約
七
八
万
名
（
二
七
％
）
、
八
一
年
に
は
約
七
八
万
名
（
二
五
％
）
、
九
一
年
に
は
約
六
五
万
名
（
二
二
％
）
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
は

再
び
ふ
え
、
約
七
二
万
名
（
四
七
％
）
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
舎
衆
国
を
し
の
い
だ
。
そ
の
後
も
増
加
は
続
き
、
六
六
年
に
約
九
五
万
名
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
九
世
紀
の
ピ
ー
ク
を
越
え
、
さ
ら
に
七
一
年
に
は
約
九
六
万
名
へ
と
ふ
え
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
に
は
一
九
世
紀
中
葉
に
す
で
に
約
二
三
万
名
、
一
八
六
一
年
に
約
二
九
万
名
が
在
住
し
た
が
、
そ
の
後
漸
減
し
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
一
八
八
一
年
に
約
一
二
万
名
、
九
一
年
に
約
二
三
万
名
が
い
た
が
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
漸
減
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
急
増
し
、
一
八
八
一
年
に
頂
点
に
達
し
、
以
後
漸
減
し
、
一
九
五
一
年
目

は
ピ
ー
ク
の
約
半
分
に
な
っ
た
。
そ
し
て
移
民
の
大
半
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
に
在
住
し
、
そ
の
ほ
か
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
散
ら
ば
っ
た
。
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アイルランド系移民とイギリス産業革命（富岡）

　　　　　　第7表　アイルランド（32州）からの移民の年令分布（1852－1921年）

綱 期　間
1・一・4歳 1・5一・9剃 ・・一2・歳1

25－29歳
1・・一3・神5礁155歳以上1 不明1全体　　　　」

1852－54年 22．6％ 14．7％ 28ユ％ 21．2％ 122％ 工．1％ 0．1％　　IGG％

男 1861－70 13．7 8．4 33．7 20．工 9．0 9．9 0．9 4．3　i　100

1871－80 13．5 10．2 31．7 20．9 10．5 11．8 1．3 0．1　　　10G

1881－90 13．7 15．0 38．3 15．5 6．6 9．5 1．3 Gユ　i　100

1891－1900 8．5 11．0 4L6 23．4 6．2 7．9 1．4

0．o　i　100　　　i

性 1901－10 9．0 11．6 42．1 21．3 7．8 7．2 1．0
0．O　i　100　　　…

1911－21 9．3 12．7 41．6 28．1 7．5 0．8
0．0　1　100　　　1

1852－54年 22．0％ 18．8％ 2S．4％ 16．8％ 12．6％ 1．3％
　　　in．1％i100％　　　…

女 1861－7G 16．1 13．1 34．0 13．3 6．9 10．9 1．2 4・51100
1871－80 15．7 17．8 33．8 13．6 7．6 10．0 1．4 0．11100

1881－90 13．9 26．0 35．5 工0．0 4．8 8．5 1．2

0．1i100　　　…

1891－1900 7．3 22．1 44．1 14．1 4．6 6．7 1．2 0，0　　　100

性 190140 8．8 25．2 39．5 14．0 5．1 6．2 1．2 0．0　　　100

1911－21 8．7 26．5 39．5 182 6．1 1．o o・011GO

（注）1855　一　1860年についての数字は入手不能。

The　Department　of　Social　Welfare，　op．　aitりTable　91，　pほ22．より作成。

3
移
住
の
前
提

　
つ
ぎ
に
、
い
か
な
る
状
況
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
移
住
し
た
か
を
考
察
す
る
。

移
民
の
年
令
分
布
か
ら
検
討
し
よ
う
。
第
7
表
は
一
八
五
二
一
一
九
二
一
年
に

お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
の
年
令
分
布
を
男
女
別
に
示
し
た
も
の
で

　
⑫

あ
る
。
こ
の
裏
か
ら
受
け
る
第
一
印
象
は
、
移
民
が
男
女
と
も
に
若
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
男
性
の
場
舎
、
一
五
－
三
五
歳
が
、
一
八
五
ニ
ー
五
四
年

を
除
い
て
全
期
間
に
お
い
て
、
七
〇
％
を
越
え
て
お
り
、
一
九
〇
一
一
一
〇
年

に
は
そ
れ
は
八
二
・
八
％
と
い
う
高
率
で
あ
っ
た
。
女
性
の
場
合
も
、
一
八
七

一
年
以
降
は
つ
ね
に
七
〇
％
を
越
え
、
一
八
八
一
－
九
〇
年
に
は
そ
れ
は
八
四

・
九
％
の
高
率
で
あ
っ
た
。
若
い
な
か
で
も
二
〇
一
二
四
歳
が
主
力
で
あ
り
、

と
く
に
一
八
九
一
年
以
降
に
は
彼
ら
が
男
女
い
ず
れ
も
四
〇
％
前
後
を
占
め
た
。

そ
れ
に
対
し
、
一
八
八
一
－
九
〇
年
以
後
に
は
0
1
一
四
歳
が
鋭
く
落
ち
こ
み
、

同
時
に
三
五
歳
以
上
の
人
々
も
目
立
つ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
減
っ
た
。
こ
れ
は

家
族
全
体
に
よ
る
移
住
の
減
少
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

　
移
住
の
場
合
、
移
民
中
の
男
女
比
は
三
種
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
あ
る
の
で
、

重
要
で
あ
る
。
第
8
表
は
一
八
五
二
一
一
九
二
一
年
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

か
ら
の
移
民
の
男
女
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
二
州

全
体
で
は
全
期
間
の
平
均
に
お
い
て
男
性
が
女
性
を
や
や
上
回
っ
た
。
一
九
世
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第8表　アイルランドからの移罠の男女比率

　　　（1852－1921年）

　　　（男性1，000　aに対する女性の比率）

期　　間 26州から 6州から
全アイルラ
ンドからの
平均

1852－60年 996名 808名 951名

1861－70 840 677 809

1871－80 891 671 823

1881－90 977 849 950

1891－1900 1，183 960 1，151

1901－10 1，092 771 1，008

1911－21 1，110 847 1，025

1852－1921年
の年平均 973名 769名 926名

　The　Department　of　Sociai　Welfare．　op．　cit．

Table　90，　p．120．より作成。

一
〇
、
三
〇
虚
名
で
一
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

⑳
た
。条

件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

移
民
の
主
力
が
若
い
人
々
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
紀
後
半
で
は
男
性
が
女
性
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
そ
の
比
率
は
逆

　
転
し
た
。
だ
が
い
ず
れ
の
場
合
で
も
そ
の
差
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
南
部
二
六
州
だ
け
を

　
と
っ
て
み
る
と
、
そ
の
傾
向
は
全
国
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
岡
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
北

　
部
六
州
の
場
合
に
は
男
性
が
女
性
を
終
始
上
回
っ
た
。
と
く
に
一
八
六
一
－
八
○
年
に
は

　
男
性
一
、
○
○
○
名
に
対
し
女
性
は
約
六
七
〇
名
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
顕
著
な
差
の
主
な

　
理
由
は
、
世
襲
で
工
業
に
お
け
る
女
性
の
雇
用
の
た
め
の
機
会
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
っ

　
た
。

　
　
移
民
の
な
か
で
、
既
婚
者
の
数
は
意
外
に
少
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
八
三
画
面
例

　
を
と
っ
て
み
る
と
、
移
住
し
て
い
っ
た
五
五
、
三
九
三
名
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
男
性
の
う
ち
、

　
結
婚
し
て
い
た
人
あ
る
い
は
男
や
も
め
と
報
告
し
た
者
は
七
、
七
九
一
名
で
、
一
四
％
で

　
あ
り
、
移
住
し
た
女
性
五
三
、
五
二
三
名
の
う
ち
、
結
婚
し
て
い
た
人
あ
る
い
は
寡
婦
は

ま
た
一
五
－
二
〇
歳
の
男
女
二
二
、
四
＝
一
名
の
う
ち
、
既
婚
者
は
七
二
名
に
す
ぎ
な
か
っ

　
　
　
　
　
既
婚
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
移
民
に
は
結
婚
す
る
た
め
の
経
済
的
・
社
会
的
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つ
ぎ
に
移
住
前
の
彼
ら
の
職
業
を
検
討
し
よ
う
。
一
八
八
一
－
八
三
年
に
移
住
し
て
い
っ
た
男
性
の
移
風
前
の
職
業
を
示
し
た
の
が
第
9
表

　
　
⑮

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
、
最
多
数
は
旦
羅
労
働
者
で
、
彼
ら
は
一
八
八
一
年
に
は
二
七
、
五
六
六
名
（
男
性
移

民
総
数
の
六
八
％
）
、
八
二
年
に
三
二
、
九
五
五
名
（
七
〇
％
）
、
八
三
年
に
三
五
、
八
一
九
名
（
六
五
％
）
で
あ
っ
た
。
第
二
位
は
い
ず
れ
の

年
で
も
農
民
で
あ
っ
た
が
、
ぐ
っ
と
少
な
く
、
八
一
年
に
は
二
、
四
四
〇
名
（
九
％
）
、
八
二
年
に
三
、
一
四
〇
名
（
一
〇
％
）
、
八
三
年
に

一一

A
九
一
四
名
（
八
％
）
で
あ
っ
た
。
第
三
、
四
位
は
い
ず
れ
の
年
で
も
書
記
・
計
理
士
、
大
工
・
指
物
師
で
あ
っ
た
。
以
下
、
さ
ま
ざ
ま
な



アイルランド系移民とイギリス産業革命（富岡）

第9表　アイルランド系移民（男性）の移住前の職業（1881－83年）

職 業 1881年 1882年 エ883年

日　雇労働者
農　　　　　　民

書記，計理士
大工，指物師
仕　立　て　二
二　　　使　　　い

ブーツ・戦製造曇

れんが職人，舗装工

ペ　ン　キ　職人

芸　　械　　工
店舗保有者，店員

鍛　　　造　　　工

パン屋，菓子屋
酒　　　　　　屋：

そ　の　他，不　明

27，566名

2，44e

　712

　601

　300

　296

　264

　248

　226

　211

　206

　104

　85
　72
6，986

32，955名

3，140

　658

　71e

　159

　162

　293

　283

　181

　138

　310

　132

　181

　29
7．915

35，819名

2，914

　742

　727

　356

　358

　458

　328

　310

　151

　487

　3e7

　301

　192
11，942

合 計 ・…7名1・7，246名1 55，392名

（注）人数はアイルランド諸港から移住した外国人を含む。

C．一317e，　pp．　7，　10，　11；　Cr3489，　pp．　7，　10，　11；　Cr3899，　p．　7，

10，11．より作成。

第10表　アイルランド系移民（女性）の移住前の職業（1881－83年）

職 業 ｝188・剣・882年｝1883引

札　　使　　　い

主　　　　　　婦
裁縫婦，シャツ製造工

ドレスメーカー，婦人里子屋

レ　デ　　ィ　　一

二　　績　　工
店　　　　　　員

家庭教師，先生

農場召使い
その他の職業
不　　　　　　明

24，083名

2，208

1，184

　618

　75
　71
　59
　58
　　0

　183
9，863

24，633名

2，534

2，088

　582

　10
　230

　76
　29
　59
　134
11，g4s　1

30，651名

3，275

1，287

　647

　34
　100

　10
　20
　486

　107
6，906

合 計 名23535名20器
4
西名02五

△83

（注）人数はアイルランド隠田から移儀した外国人を含む。

C．一3エ70，pp。7，10．11；C．一3489，　pp。7．10，11；C．一3899，　pp．7，

10，11．より作成。

職
業
が
つ
づ
い
た
。

　
同
じ
よ
う
に
女
性
の
移
住
前
の
職
業
を
示
し
た
の
が
第
1
0
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
年
で
も
召
使
い
が
第
一
位
で
断
然
多
か

っ
た
。
一
八
八
一
年
に
は
二
四
、
○
八
三
名
（
女
性
移
民
総
数
の
六
三
％
）
で
あ
り
、
八
二
年
に
は
二
四
、
六
三
三
名
（
五
八
％
）
、
八
三
年
に

は
三
〇
、
六
五
一
名
（
五
七
％
）
で
あ
っ
た
。
第
二
位
は
い
ず
れ
の
年
で
も
主
婦
で
、
意
外
に
少
な
く
、
一
八
八
一
年
に
は
二
、
二
〇
八
名
（
六

％
）
、
八
二
年
に
二
、
五
三
四
名
（
六
％
）
、
八
三
年
に
三
、
二
七
五
名
（
六
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
移
民
の
な
か
で
既
婚
者
が
少
な
か
っ
た

の
と
関
係
が
あ
る
。
第
三
、
四
位
は
い
ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
裁
縫
婦
・
シ
ャ
ツ
製
造
工
と
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
・
婦
人
帽
子
屋
で
あ
っ
た
。
以
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下
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が
つ
づ
い
た
が
、
い
ず
れ
も
五
〇
〇
名
以
下
の
少
数
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
な
か
で
．
は
八
二
年
に
お
け
る
紡
績
工
の
二
三
〇
名

と
八
三
年
に
お
け
る
農
場
召
使
い
の
四
八
六
名
が
目
立
．
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
女
性
移
民
の
移
住
前
に
お
け
る
主
な
職
業
は
、
召
使
い
が
ず
ば
ぬ

け
て
多
く
、
以
下
に
主
婦
、
裁
縫
婦
・
シ
ャ
ツ
製
造
工
、
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
・
婦
人
帽
子
屋
、
農
場
召
使
い
、
紡
績
工
な
ど
が
つ
づ
い
た
。
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分
布

アイルランド系移民とイギリス産業革命（密岡）

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
野
芝
の
地
理
的
分
布
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
発
展
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
の
大
規
模
な
移
住
は
産
業
革
命
期
の
一
九
世
紀
半
ば
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
貧
窮
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
リ
バ
プ
ー
ル
、
ブ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
へ
押
し
寄
せ
、
主
要
な
工
業
都
市
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
地
区
を
形
成
し
た
。
一
八
四
一
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ

に
は
約
二
九
万
名
（
総
人
口
の
一
・
八
％
）
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
が
在
住
し
た
。
た
だ
し
当
時
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
移
民
を
余
り
ひ
き
つ
け
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

五
、
三
〇
〇
名
が
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
約
一
三
万
名
（
四
・
八
％
）
の
移
民
が
い
た
。
一
八
四
一
年
に
お
け
る
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

イ
ル
ン
ラ
ド
系
移
民
人
口
を
州
別
に
百
分
率
で
図
示
し
た
の
が
第
1
図
で
あ
る
。

　
こ
の
図
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
定
住
の
集
中
地
方
は
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
で
あ
っ
た
。

移
民
の
多
く
は
リ
バ
プ
ー
ル
港
で
上
陸
し
、
そ
こ
に
定
住
す
る
か
、
あ
る
い
は
内
陸
へ
進
み
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
そ
の
周
辺
に
と
ど
ま
っ
た
。

当
時
、
リ
バ
プ
ー
ル
人
口
の
一
七
％
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
人
口
の
一
二
％
が
、
ウ
ィ
ガ
ン
人
口
の
八
％
が
、
ソ
ル
フ
ォ
：
ド
人
口
の
七
％
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
は
産
業
革
命
の
先
導
的
役
割
を
果
し
た
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

　
第
二
の
集
中
地
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
西
部
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
州
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
グ
リ
ー
ノ
ク
、
ペ
イ
ズ
リ
ー
な
ど
の
ク

ラ
イ
ド
工
業
地
帯
の
諸
都
市
に
は
移
民
が
同
地
人
口
の
一
〇
％
を
占
め
た
。
こ
れ
ら
は
鉄
鋼
業
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
同
型
の
ダ
ン
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
ソ
、
ラ
ナ
！
ク
、
レ
ン
フ
ル
ー
で
は
各
市
人
口
の
一
〇
％
以
上
が
移
民
で
あ
り
、
彼
ら
は
鉄
工
所
あ
る
い
は
周
辺
の
農
場
で
働
い
た
。
第
三

の
集
中
地
は
ロ
ン
ド
ン
で
あ
り
、
首
都
人
q
の
約
四
％
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
八
四
一
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
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第1図　州人口に対するアイルランド系移民の比率（1841年）
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J．A，　Jackson，　Tlze　I嬬乃伽Britaiti，　P．8．より作成。

ト
飢
謹
以
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
は
急
増
し
、
一
八
五
一
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
約
五
二
万
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
・
九
％
）
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
約
二
一
万
名
（
七
・
二
％
）
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
が
い
た
。
同
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

都
市
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
集
中
度
を
示
し
た
の
が
第
1
1
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
人
数
的
に
み
る
と
、
第
一
位
は
ロ
ン
ド

ン
の
約
一
一
万
名
、
第
二
位
は
リ
バ
プ
ー
ル
の
約
七
万
名
、
第
三
位
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
約
六
万
名
、
第
四
位
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
約
三
万
八

千
名
、
第
五
位
は
ウ
ェ
ス
ト
・
ダ
ー
ビ
ー
の
約
一
万
六
千
名
で
あ
っ
た
。
比
率
か
ら
み
る
と
、
リ
バ
プ
ー
ル
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
中
心
と
す

在
住
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

移
民
の
五
分
の
四
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
在
住
し
た
彼
ら

の
五
分
の
三
は
人
口
一
万
名

以
上
の
都
市
に
住
み
、
残
余

の
移
民
も
そ
れ
以
外
の
工
業

地
帯
に
定
住
し
た
。
　
一
般
的

に
い
っ
て
、
彼
ら
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
農
村
地
帯
か
ら
イ

ギ
リ
ス
の
工
業
地
帯
と
く
に

大
都
市
へ
移
住
し
て
き
た
と

　
　
　
⑥

言
え
よ
う
。

　
一
八
四
〇
年
代
後
半
の
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ポ
テ

　
　
　
　
（
そ
の
総
人
口
の
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アイルランド系移民とイギリス産業革命’（蜜岡）

第11表　イギリス霊要都市におけるアイルランド系移民数（1851年センサス）
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サソダーラソド
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Cens・tes　1851，　Great　Britain；本多　前掲論文　44頁より作成。

る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
が
依
然
と
し
て
集
中
率
最

高
で
あ
り
、
つ
い
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
中
心
と
す
る
ク

ラ
イ
ド
・
サ
イ
ド
工
業
地
帯
が
翼
立
ち
、
首
都
周
辺

も
高
い
方
で
あ
っ
た
。
新
た
に
、
北
東
部
と
南
ウ
ェ

ー
ル
ズ
の
急
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
炭
坑
地
帯
が
集
中

地
に
加
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
を
中
心
と
す
る
ミ
ド
ラ
ン
ド

西
部
の
金
属
工
業
地
帯
に
は
移
民
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
⑨

多
く
い
な
か
っ
た
。

　
一
八
五
〇
年
代
に
は
ポ
テ
ト
飢
饒
の
余
波
が
続
き
、

イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
住
は
ふ
え
続
け
た
。
一
八
六
一
年

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
人
口
は
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

約
六
〇
万
名
（
総
人
口
の
三
％
）
に
達
し
た
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
そ
れ
は
や
や
減
少
し
、
約
二
〇
物
名

（
六
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。
当
時
、
移
民
集
中
度
の

高
い
地
方
は
一
八
五
一
年
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ

ー
ン
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
木
綿
工
業
地

帯
、
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
南
西
部
ク
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ド
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第2図　州人口に対するアイルランド系移民の比率（1861年）
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Z
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Jackson，　o少．　cit．，　P．12．より作成。

鉄
鋼
業
地
帯
、
少
し
小
規
模

で
ロ
ン
ド
ン
首
都
圏
、
ミ
ド

ラ
ン
ド
西
部
鉄
鋼
・
石
炭
・

金
属
工
業
地
帯
、
南
ウ
ェ
ー

ル
ズ
炭
坑
地
帯
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
北
部
炭
坑
地
帯
で
あ
っ

た
（
第
2
図
参
照
）
。
　
そ
の
な

か
で
も
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
ボ

ル
ト
ン
、
。
フ
レ
ス
ト
ン
、
リ

ー
ズ
の
よ
う
に
、
当
時
に
工

業
が
急
成
長
し
た
新
し
い
鉄

鋼
・
金
属
工
業
都
市
は
労
働

力
不
足
の
た
め
多
く
の
移
民

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
新
し
く
ひ
き
つ
け
た
。

　
一
八
七
〇
年
代
に
入
り
、

イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
が
傾
き
始
め
、
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
の
地
位
が
崩
壊
し
始
め
る
と
共
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
地
理
的
分
布
も

ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
た
。
彼
ら
は
人
数
に
お
い
て
も
、
州
人
口
に
対
す
る
比
率
に
お
い
て
も
、
減
少
し
、
同
時
に
産
業
革
命
期
の
工
業
地
帯
か

ら
全
国
へ
拡
散
し
た
。
一
八
九
一
年
に
は
州
人
口
の
五
％
以
上
を
占
め
た
地
方
は
ク
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ド
の
み
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
木
綿
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

繁
栄
地
帯
で
あ
っ
た
ラ
ン
カ
シ
ァ
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
炭
坑
地
帯
さ
え
五
％
を
割
っ
た
（
第
3
図
参
照
）
。
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アイルランド系移民とイギリス産業革命（富岡）

　
そ
の
後
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
イ
ギ
リ
ス
全
土
へ
の
拡
散
傾
向
は
続
い
た
。
一
九
五
一
年
冬
彼
ら
が
州
人
口
の
五
％
以
上
を
占
め
た
所

は
最
早
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
州
人
口
の
二
・
六
－
四
・
九
％
を
占
め
た
の
は
、
首
都
圏
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
周
辺
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
周
辺
の
み
で
あ

　
⑫つ

た
。
同
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
南
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
う
ち
三
分
の
一
は
首
都
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
住
み
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
五
分
の
二
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
在
住
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
が

第3図　州入口に対するアイルランド系移民の比率（1891年）
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全
国
へ
拡
散
し
た
と
は
い
え
、

そ
れ
は
彼
ら
が
都
会
を
離
れ

て
、
農
村
へ
浸
透
し
て
い
っ

た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
北
部
の
都
市
か
ら
南
の

都
市
へ
移
動
し
た
と
言
っ
た

方
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
彼
ら
の
都
市
集
中
の

傾
向
は
最
近
ま
で
続
い
た
。

一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ

れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移

民
は
七
大
都
市
圏
に
集
中
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
住
ん
だ
（
第
1
2
表
参
照
）
。
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第12表　アイルランド系移民の大都市圏集中度（1971年センサス）

大都市　圏　名
北アイルランド生まれ アイルランh

共
和
嗣
生
ま
れ

明示のない
Aイルラン
h生まれ

大都市圏に住むアイルラン

h系移罠合計

大都市圏に住
ﾞイギリス人
㈹v

タインサイドメこ都市圏 エ，959名 2，180名 245名 4，375名 786β35論

旨ヨークシァ大都市圏 7，095 17，415 2，10G 26，610 1，609，940

マージーサイド大都市圏 7，285 15，345 1，655 24，285 1，213，415

萸南ランカシァ大都市圏 14β90 45，525 5，755

　　　　166，170

2．232260

西ミドラソド大都市圏 エ5β35 49，485 6βエ5 7王，エ35 2，146，555

大ロンドン首都圏 42，175 197，895 43β25 283β95 6，223，250

中央クライドサイド大都市圏 15，925 18，010 1，G70 35，005 1，661，635

大都市圏合計 104，655名 345，855名 60，465名 510，975名 15、873，890名

比　　　　　　率 42．0％ 56．1％ 64．7％ 53．3％ 31・5％

Census　lg71，　Grea彦βア磁伽，　Couoztrp，　of　Birtlt　Tables，　Table　3．より作成。

そ
の
合
計
は
約
五
一
万
名
に
な
り
、
当
時
ブ
リ
テ
ン
在
住
の
ア
イ
ル
ラ
ン
．
ド
系
移
罠
総
数
は
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
⑮

五
七
、
八
三
〇
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
集
中
率
は
五
三
・
三
％
で
あ
っ
た
。

　
大
都
市
圏
の
な
か
で
も
、
首
都
圏
に
最
も
多
く
集
中
し
、
そ
の
数
は
約
二
八
万
名
で
、
七
大

都
市
圏
に
住
む
彼
ら
の
五
六
％
を
占
め
た
。
第
二
位
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
を
中
心
と
す
る
西
ミ
ド

ラ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
れ
は
約
七
万
名
（
一
四
％
）
で
あ
り
、
第
三
位
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
中

心
と
す
る
東
南
ラ
ン
カ
シ
ァ
で
、
約
六
万
六
千
名
（
一
三
％
）
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
以
来
移

民
が
最
も
集
中
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
申
心
と
す
る
中
央
ク
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ド
や
リ
バ
プ
ー
ル
を

中
心
と
す
る
マ
ー
ジ
ー
サ
イ
ド
に
は
移
民
は
少
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
南
の
方
へ
移
動

し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
が
ず
ば
ぬ
け
て
多
か
っ
た
首
都
圏
に
お
い
て
、
区
単
位
で

彼
ら
の
集
中
度
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
一
九
七
一
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
大
ロ
ン
ド
ン
に
住
む

二
四
一
、
二
二
〇
名
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
を
除
く
）
が
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

区
に
ど
の
よ
う
に
散
在
し
て
い
た
か
を
示
し
た
の
が
第
1
3
表
で
あ
る
。
首
都
に
お
い
て
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
系
移
民
が
最
も
多
く
住
ん
で
い
た
区
は
ブ
レ
ン
ト
で
、
二
二
、
〇
六
五
名
（
区
人
口
の

七
・
九
％
）
が
い
た
。
第
二
位
は
イ
ー
リ
ン
グ
の
一
四
、
六
九
五
名
（
四
・
九
％
）
、
第
三
位
は

ハ
マ
ス
ミ
ス
の
＝
二
、
七
五
〇
名
（
七
・
四
％
）
、
第
四
位
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
一
三
、

二
七
五
名
（
五
・
五
％
）
、
第
五
位
は
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
の
一
二
、
九
一
〇
名
（
六
・
四
％
）
で
あ

っ
た
。
そ
の
ほ
か
カ
ム
デ
ン
、
ラ
ン
ベ
ス
、
ウ
ォ
ン
ス
ワ
ー
ス
に
は
一
万
名
以
上
が
い
た
。
そ

れ
に
対
し
、
彼
ら
は
シ
テ
ィ
特
別
区
に
わ
ず
か
に
一
六
〇
名
し
か
住
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
べ
ク
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アイルランド系移民とイギリス産業革命（窟岡）

ス
リ
ー
と
サ
ト
ン
で
は
三
千
名
以
下
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
首
都
に
お
い
て
の
彼
ら
の
在
住
は
区
に
よ
っ
て
集
中
度
に
大
き
な
ぱ
ら

つ
き
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
他
の
移
民
と
同
じ
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
旧
郊
外
で
、
現
今
で
は
過
渡
期
に
あ
り
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
地
区
に
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

中
し
て
居
住
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
事
が
要
約
さ
れ
る
。
ま
ず
一
九
世
紀
前
半
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
が
集
中
し
た
の
は
う
ン
カ
シ
ァ
の
木
綿
工
業

地
帯
、
ク
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ド
の
鉄
鋼
業
地
帯
と
首
都
圏
で
あ
っ
た
。
と
く
に
ラ
ン
カ
シ
ァ
に
お
け
る
集
中
度
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
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時
が
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
に
よ
る
木
綿
工
業
の
繁
栄
時
代
で
あ
り
、
機
械
の
導
入
が
多
く
の
不
熟
練
労
働
老
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ

い
で
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
は
鉄
・
石
炭
業
の
繁
栄
時
代
を
迎
え
た
。
同
じ
こ
ろ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ポ
テ
ト
飢
饅
に
遭
遇
し
、

大
量
の
移
民
を
イ
ギ
リ
ス
へ
送
り
こ
み
、
彼
ら
は
鉄
・
石
炭
業
に
も
吸
収
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
、
従
来
の
集
中
地
の
ほ
か
に
、
ミ
ド

ラ
ン
ド
西
部
の
鉄
鋼
・
石
炭
・
金
属
工
業
地
帯
へ
、
さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
南
部
の
炭
坑
地
帯
へ
、
押
し
寄
せ
た
。
一
八

六
一
年
の
ピ
ー
ク
時
以
後
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
数
は
や
や
減
少
し
た
が
、
彼
ら
の
地
理
的
分
布
の
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
変
化
し
な
か

っ
た
。

　
一
八
七
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
に
大
不
況
が
は
じ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
の
地
位
が
崩
壊
し
は
じ
め
る
や
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
移
民
は
そ
れ
ま
で
密
集
し
て
い
た
木
綿
、
石
炭
、
鉄
鋼
、
金
属
工
業
の
地
区
か
ら
イ
ギ
リ
ス
全
土
へ
拡
散
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
ら
が
大

都
市
に
集
中
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
過
半
数
は
七
大
都
市
圏
に
住
み
、
と
く
に
首
都
圏
で
目
立
っ
た
。
大
都
市
に
お
い
て

は
衰
退
し
つ
つ
あ
る
旧
郊
外
の
古
い
小
さ
な
家
で
過
密
に
肩
を
寄
せ
あ
っ
て
暮
し
た
。
彼
ら
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
と
入
季
し
う
る
仕
事
の
狭

い
範
囲
に
応
じ
て
、
都
市
で
群
を
つ
く
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
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四
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
雇
用

1

移
民
の
雇
用
に
つ
い
て
の
醐
般
的
考
察

　
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
い
か
な
る
職
に
雇
わ
れ
た
か
。
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
は
移
民
の
職
業
に
つ
い
て
公
式
統
計

は
な
い
の
で
、
個
人
的
な
調
査
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
ル
ム
ス
（
㌶
鴇
・
　
鵠
Q
一
堂
O
o
o
）
は
一
八
三
四
年
に
移
民
密
集
地
の
リ
バ
プ
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

約
一
万
八
千
名
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
貧
民
の
職
業
調
査
を
し
た
。
そ
の
結
果
が
第
1
4
表
で
あ
る
。
こ
の
表
で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
移
民
の
半
数

以
上
が
浮
浪
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
移
民
が
就
職
す
る
こ
と
の
で
き
た
主
な
職
種
は
荷
物
運
搬
人
、
港
湾
労
働
者
、
れ
ん
が
積
み
工
、
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

炭
引
き
揚
げ
人
な
ど
の
不
熟
練
労
働
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
当
時
で
は
、
毎
年
多
数
の
季
節
収
穫
人
が
同
市
を
経
て
内
陸
の
農
場
へ
往
来
し
た
。

一
八
四
〇
年
代
後
半
の
ポ
テ
ト
飢
饒
の
結
果
、
リ
バ
プ
ー
ル
に
上
陸
し
た
移
民
は
急
増
し
た
。
一
八
四
六
年
に
約
二
八
万
名
が
、
翌
年
に
は
約

アイルランド系移民とイギリス産業革命（窟岡）

第14表　リバプールにおけるアイルランド系移

　　　民の職業（1834年）

数人業職

糸勺1，90G名

　　Z，700

　　　850

　　　780

　　　60e

　　　430

　　　350

　　　340

　　　270

　　　200

　　　120

　1e，ooo

約17，540名

倉庫荷物運搬人

港湾労働者
れんが積み工
機　　械　　工
イヒ学二［二場労f動者

石炭引き揚げ人，その他

れんが積みの日雇労働者

鍛冶屋や石灰焼での日雇労働者

れんが製造工

砂糖煮沸工
木　　び　　き

浮　　浪　　入

合 計 約17，540名

　H。1meS，　State　oヅthe　J・’ish　Poor　in　Grea

Britai”tt，　1836．　p．　504，　in　Jacl〈son，　oP．　cit・

P．83．より作成。

三
〇
万
名
が
上
陸
し
、
一
九
世
紀
半
ば
に
彼
ら
の
上
陸
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

そ
の
う
ち
約
三
分
の
一
は
再
移
住
し
て
い
っ
た
が
、
残
余
は
同
市
人
口
の
約

　
　
　
　
　
　
　
③

四
分
の
一
を
占
め
た
。

　
ロ
ー
ト
ン
は
一
八
五
一
年
置
セ
ン
サ
ス
を
使
っ
て
リ
バ
プ
ー
ル
の
若
干
の

地
区
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
が
諸
職
業
で
占
め
た
比
率
を
算
定
し
た
（
第

　
④

15

¥
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
市
に
お
け
る
日
雇
労
働
者
の
な
ん
と
約
六
五
％

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
家
事
手
伝
い
の
約
三
〇
％
、

行
商
の
約
二
七
％
、
工
業
労
働
者
の
約
二
七
％
、
運
輸
労
働
者
の
約
二
一
％

が
同
移
民
で
あ
っ
た
。
ま
た
商
業
と
専
門
職
の
そ
れ
ぞ
れ
約
一
三
％
が
移
民

で
あ
っ
た
。
通
常
、
移
民
の
全
て
が
不
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
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第15表　リバプールのアイルラ

　　　ソド系移民が諸職業で占

　　　めた比率（1851年）

職 業麟の占めた

65．490

3e．3

27．1

26．6

2L4

15．8

13．3

13．3

20．3

働
い
商
業
開
業
業
二
七

労
伝
　
　
　
ス

　
手
　
　
　
輸
ビ
　
　
門

雇
事
　
　
　
一

日
家
行
工
運
サ
商
専
無

　Jackson，01），　o毒．，　p．84．より

作成。

減
し
た
一
五
、
四
五
九
名
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
女
性
の
う
ち
、

⑦
た
。　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
事
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
う
ち
、
か
な
り
多
く
の
人
々
が
、
移
住
当
初
に
浮
浪
者
に
な

っ
た
。
つ
い
で
就
職
し
た
移
民
の
職
業
は
次
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
は
農
業
に
お
け
る
季
節
収
穫
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
厳
密
に
は
移
民

で
な
い
が
、
毎
年
定
期
的
に
渡
っ
て
き
て
数
か
月
間
農
業
労
働
に
従
事
し
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
革
命
に
重
要
な
労
働
力
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
一
種
の
移
民
と
し
て
検
討
に
値
す
る
。
第
二
は
木
綿
、
鉄
鋼
、
石
炭
、
金
属
工
業
で
働
い
た
工
業
労
働
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
定
住
し
、
イ

ギ
リ
ス
工
業
革
命
に
貢
献
し
た
。
第
三
は
建
築
業
、
鉄
道
・
運
河
・
港
湾
の
建
設
、
運
輸
、
荷
揚
げ
な
ど
で
働
く
土
木
・
建
設
・
一
般
労
働
老

で
あ
る
。
彼
ら
は
定
住
せ
ず
、
作
業
場
の
移
動
に
し
た
が
っ
て
住
所
を
か
え
る
渡
り
鳥
労
働
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
工
業
革
命
に
伴
っ
て
必
要

と
な
っ
た
道
路
・
運
河
・
鉄
道
の
建
設
、
運
搬
な
ど
、
つ
ま
り
交
通
・
運
輸
革
命
に
、
移
民
の
労
働
力
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
第
四
は
行
商
や

家
事
手
伝
い
な
ど
に
従
事
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
門
は
不
熟
練
労
働
者
の
移
民
が
進
出
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
以
下
は
こ

れ
ら
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
が
、
少
数
な
が
ら
專
門
職
に
就
職
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
つ
い
で
一
九
一
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
男
性
移
民
の
主
な
職
業
を
拾
う
と
、
鉄
鋼
、
金
属
、
石
炭
業
に
従
事
す
る
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
、
全
体
の
約
四
一
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
中
葉
頃
の
移
民
の
職
業
と

比
べ
る
と
、
翠
微
的
で
あ
る
。
つ
い
で
多
い
の
は
、
一
般
労
働
、
建
築
、
運
輸
、
鉄
道
、

港
湾
労
働
、
農
業
な
ど
で
あ
っ
た
。
な
お
約
二
九
％
を
占
め
た
「
そ
の
他
」
の
な
か
に
は

浮
浪
者
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
同
セ
ン
サ
ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
就

　
　
　
　
五
、
六
〇
四
名
（
三
六
％
）
が
家
事
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
た
こ
と
を
指
摘
し
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2
　
季
節
収
穫
労
働
者

アイルランド系移民とイギリス産業革命（富岡）

　
ま
ず
季
節
収
穫
人
の
人
数
か
ら
検
討
し
よ
う
。
彼
ら
は
一
八
世
紀
前
半
か
ら
渡
英
し
は
じ
め
た
が
、
着
実
に
流
入
し
た
の
は
一
九
世
紀
初
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
に
よ
る
物
価
上
昇
に
刺
激
さ
れ
た
農
場
経
営
者
が
穀
物
耕
作
を
拡
大
し
た
の
で
、
収
穫
人
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
る
需
要
が
ふ
え
た
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
一
八
二
〇
年
代
か
ら
彼
ら
は
急
増
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
毎
年
六
千
－
八
千
名
が
、
ま
た
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
へ
多
数
が
働
き
に
来
た
。
そ
し
て
南
部
で
は
収
穫
移
民
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
農
業
労
働
者
の
不

　
　
　
　
　
　
　
⑪

満
が
騒
擾
と
な
っ
た
。

　
こ
の
騒
擾
後
、
季
節
移
住
は
減
少
し
た
か
に
み
え
た
が
、
一
八
三
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
へ
渡
っ
た
季
節
移
民
は
二
千

五
百
－
三
千
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
で
渡
英
す
る
の
は
季
節
移
住
者
の
四
分
の
一
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
年
の
季
節
移
住
老
は
約
一
万
二

千
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
そ
の
数
は
ま
す
ま
す
増
え
、
一
八
四
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
の
季
節
移
住
老
は
約
五
七
、
六
五
一
名

　
　
　
⑫

で
あ
っ
た
。
な
お
、
季
節
移
民
の
若
干
は
海
岸
に
停
泊
し
て
い
た
船
で
密
出
入
国
し
た
か
ら
、
彼
ら
を
加
え
る
と
、
季
節
移
民
総
数
は
約
六
万

　
　
　
　
⑬

名
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
八
四
〇
年
代
は
季
節
収
穫
移
民
の
最
盛
期
と
な
っ
た
。

　
一
九
世
紀
前
半
に
季
節
移
民
が
ふ
え
た
理
由
は
何
で
あ
っ
た
か
。
第
一
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
革
命
に
よ
る
大
農
場
の
出
現
で
あ
っ
た
。
工
業
革

命
に
よ
っ
て
工
場
労
働
者
が
増
加
し
、
食
糧
需
要
も
ふ
え
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
単
一
の
穀
物
生
産
に
専
門
化
さ
れ
た
大
農
場
の
数
も
ふ

え
た
。
当
時
の
大
農
場
の
平
均
的
経
営
規
模
は
約
三
〇
〇
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、
六
〇
〇
エ
ー
カ
ー
以
上
の
所
も
多
く
、
　
一
、
○
○
○
エ
ー

カ
ー
以
上
の
大
農
場
も
出
現
し
た
。
そ
こ
へ
農
業
機
械
が
導
入
さ
れ
た
。
刈
取
機
や
脱
穀
機
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
八
三
〇
年
代
ま
で
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
一
八
五
〇
年
代
ま
で
に
、
普
及
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
収
穫
に
要
す
る
冬
の
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
層

の
ス
コ
ッ
ツ
マ
ン
紙
（
’
ブ
O
　
ω
O
O
け
一
」
P
ρ
跨
）
は
「
東
ロ
ジ
ア
ン
に
お
け
る
農
場
の
大
部
分
で
は
、
刈
取
機
の
部
分
的
使
用
の
た
め
、
刈
取
入
の
数
は
、

…
…
五
〇
％
少
な
く
な
っ
た
」
と
報
じ
た
。
こ
れ
で
夏
と
冬
の
農
作
業
に
不
均
衡
が
生
じ
、
大
農
場
経
営
者
は
夏
期
に
多
数
の
臨
時
労
働
者
を
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⑭

必
要
と
し
、
そ
れ
を
季
節
移
民
で
補
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
二
の
理
由
は
工
業
革
命
に
よ
る
都
市
労
働
者
の
吸
収
で
あ
っ
た
。
一
八
二
〇
…
三
〇
年
代
に
、
間
断
な
く
労
働
力
を
必
要
と
す
る
木
綿
機

械
制
生
産
の
発
展
の
た
め
、
大
農
場
経
営
者
は
都
布
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
人
季
節
労
働
者
を
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
季
節
移
民
を
歓
迎
し
た
。
第
三
の
理
由
は
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
大
幅
な
雇
用
減
で
あ
っ
た
。
一
七
八
五
－
一
八
四
一
年
に
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
人
口
は
三
倍
近
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
穀
物
価
格
の
下
落
の
た
め
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
農
業
は
尋
人
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

イ
ギ
リ
ス
市
場
向
け
の
牧
畜
へ
転
換
し
、
そ
の
た
め
零
細
・
小
農
は
耕
地
か
ら
放
逐
さ
れ
た
。
彼
ら
に
は
移
住
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
第
四
の
理
由
は
交
通
革
命
に
よ
る
定
期
汽
船
の
就
航
で
あ
っ
た
。
一
八
一
六
年
に
汽
船
グ
リ
ー
ノ
ク
号
が
ア
イ
リ
シ
ュ
海
を
始
め
て
航
行
し
、

二
年
後
に
p
ブ
・
ロ
イ
号
が
定
期
船
と
な
っ
た
。
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
と
グ
リ
ー
ノ
ク
の
間
は
一
二
時
間
の
旅
で
、
三
等
船
室
の
料
金
は
一
四
シ
リ

ン
グ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
新
し
い
汽
船
が
続
々
と
就
航
し
、
過
当
競
争
と
な
り
、
一
八
二
四
年
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
号
の
船
賃
は
三
等
一
〇
ペ
ン
ス
、

デ
ッ
キ
五
ペ
ン
ス
へ
引
き
下
げ
ら
れ
、
つ
い
に
は
船
荷
の
代
わ
り
に
デ
ッ
キ
船
客
を
無
料
と
し
た
。
一
八
四
五
年
に
は
約
二
〇
隻
が
就
航
し
た
。

汽
船
は
一
五
〇
一
三
五
〇
ト
ン
の
小
船
で
、
デ
ッ
キ
に
は
数
百
人
の
客
と
多
数
の
家
畜
が
相
乗
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
安
い
船
賃
と
定
期
就
航
は

移
住
の
た
め
の
障
害
で
あ
っ
た
航
海
の
困
難
と
費
用
の
心
配
を
除
い
た
。
季
節
窓
前
は
定
期
汽
船
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
の
浮
橋
を
提
供
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
わ
け
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
ポ
ン
ド
を
用
意
し
て
出
か
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
季
節
移
住
は
ポ
テ
ト
飢
饒
の
あ
と
減
少
し
た
。
そ
の
数
は
年
二
五
、
○
○
O
l
三
五
、
○
○
○
名
と
推
定
さ
れ
た
。
一
八
八
○
年
一
月
末
の

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
紙
（
け
げ
O
　
H
円
一
ω
ぴ
ヨ
㊤
づ
）
は
「
移
動
収
穫
人
は
飢
食
前
に
は
六
万
名
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
三
万
名
へ
減
っ
た
」
と
報
じ
た
。

減
少
の
理
由
は
、
第
一
に
飢
饅
の
た
め
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
、
第
二
に
飢
謹
中
に
多
数
が
移
住
し
た
こ
と
、
第
三
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

労
働
市
場
が
改
善
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
八
○
年
以
後
も
漸
減
傾
向
は
続
き
、
一
九
一
四
年
に
は
そ
れ
は
一
三
、
○
○
○
名
に
す
ぎ
な
か
っ

　
　
　
　
　
⑱

た
（
第
！
6
蓑
参
照
）
。

　
季
節
移
民
の
供
給
源
と
受
け
入
れ
地
方
の
検
討
へ
移
ろ
う
。
ま
ず
、
高
率
地
代
と
ポ
テ
ト
耕
作
不
振
で
苦
し
め
ら
れ
た
北
西
部
コ
ノ
ー
ト
地
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方
の
小
保
有
農
が
リ
バ
プ
ー
ル
へ
渡
っ
た
。
彼
ら
は
季
節
移
民
の
半
数
を
提
供
し
た
。
た
と
え
ば
一
八
四
一
年
に
五
七
、
六
五
一
名
の
季
節
移

民
の
う
ち
、
コ
ノ
ー
ト
か
ら
二
五
、
一
一
八
名
が
往
復
し
た
。
第
二
に
、
ア
ル
ス
タ
ー
で
失
業
し
た
織
布
工
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
。

四
一
年
に
こ
こ
か
ら
一
九
、
三
一
二
名
が
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。
第
三
に
、
三
〇
年
以
後
南
西
部
の
困
窮
し
た
農
民
が
ブ
リ
ス
ト
ル
へ
向
つ
た
が
、

　
　
　
　
　
⑲

少
数
で
あ
っ
た
。

　
季
節
移
民
が
一
八
世
紀
末
に
最
初
に
獲
得
し
た
足
場
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
低
地
方
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
労
働
力
不
足
に
な
っ
た

同
地
方
の
農
場
経
営
者
が
彼
ら
を
歓
迎
し
た
。
そ
こ
か
ら
彼
ら
は
南
方
へ
、
と
く
に
議
会
囲
い
込
み
に
よ
る
大
農
場
の
多
か
っ
た
中
部
へ
足
を

伸
ば
し
た
。
ダ
ー
ビ
ー
シ
ァ
の
サ
ッ
ト
ン
の
農
場
は
彼
ら
の
多
く
を
受
け
入
れ
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
南
部
や
東
南
部
へ
も
現
わ
れ
た
。
　
一
八
三

〇
年
に
パ
ー
ク
シ
ァ
や
ウ
ィ
ル
ト
シ
ァ
の
借
地
農
は
季
節
移
民
の
到
来
を
切
望
し
た
し
、
三
四
年
に
は
サ
セ
ッ
ク
ス
、
エ
セ
ッ
ク
ス
、
ケ
ン
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

サ
リ
で
も
彼
ら
が
イ
ギ
リ
ス
人
季
節
労
働
者
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。

　
季
節
移
民
は
春
に
自
分
の
保
有
地
に
ポ
テ
ト
を
植
え
た
あ
と
、
隊
を
組
ん
で
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
夏
の
聞
イ
ギ
リ
ス
各
地
で
働
き
、
晩
秋
帰

アイルランド系移民とイギリス産業革命（富岡）

第16表アイルランドからイギリスへ行っ
　　た季筋収穫労働者数（1880－1915年）

年1概　数1年1概　数
30，000名

31，500

32，000

28，000

27，000

25，000

25，000

25，0QO

25，000

24，000

22，50e

20，soe

18，500

15．500

16，000

1s，ooe

13，000

13，000

ユ898年

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

工910

1911

1912

1913

1914

1915

38，000名

35，000

28，000

25，000

24，000

22，000

21，000

21，eee

20，000

20，000

23，000

22，000

25，000

25，000

26，000

24，000

27，000

27，000

1880年

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

189e

1891

1892

1893

ユ894

1895

1896

1897

　Handley，！1ttodePtn　Scotland，　P．171．より

作成。

郷
し
、
自
分
の
ポ
テ
ト
を
掘
り
お
こ
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

彼
ら
の
主
な
仕
事
は
ポ
テ
ト
の
植
え
付
け
、
か
ぶ
ら
の
間
引
き
、

除
草
、
干
し
草
作
り
、
ポ
テ
ト
の
掘
り
お
こ
し
な
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
排
水
工
事
、
建
設
工
事
、
ホ
ッ
プ
菜
園
で
の
労
働
な
ど

　
　
⑳

も
し
た
。

　
季
節
移
民
の
報
酬
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
彼
ら
は
小
保
有
地
の

地
代
を
稼
ぐ
た
め
移
住
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
夏
季
の

平
均
日
給
は
一
〇
ペ
ン
ス
で
、
緊
急
時
に
一
シ
リ
ン
グ
、
収
穫
の

悪
い
時
に
は
六
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
賃
金
は
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は
る
か
に
高
か
っ
た
が
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
困
窮
が
移
民
の
賃
金
を
引
き
下
げ
る
効
果
を
も
ち
、
移
民
の
賃
金
は
イ

ギ
リ
ス
人
の
賃
金
の
半
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
移
民
の
日
給
は
平
均
し
て
収
穫
初
期
に
は
食
事
と
下
宿
付
で
一
シ
リ
ン
グ
、
絶
頂
期

に
ニ
ー
二
・
五
シ
リ
ン
グ
、
末
期
に
再
び
下
落
し
た
。
契
約
は
通
常
日
単
位
で
あ
っ
た
が
、
気
候
の
安
定
し
た
時
や
農
場
が
市
場
か
ら
遠
い
所

で
は
週
単
位
と
な
っ
た
。
出
来
高
払
い
の
所
も
あ
っ
た
。
賃
金
は
地
方
と
年
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
。
あ
る
年
に
移
民
は
ロ
ジ
ア
ン
で
半
年
に

二
〇
一
二
三
ポ
ン
ド
を
貯
え
た
。
リ
ン
カ
ン
シ
ァ
で
あ
る
季
飾
に
一
〇
一
一
五
ポ
ン
ド
が
稼
が
れ
た
が
、
他
の
年
に
は
ニ
ー
三
週
間
し
か
仕
事

が
な
く
、
五
シ
リ
ン
グ
の
収
入
し
か
な
か
っ
た
。
一
般
的
に
、
彼
ら
は
半
年
働
い
て
九
－
一
五
ポ
ン
ド
を
得
た
。
五
ポ
ン
ド
以
上
を
持
ち
帰
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
季
節
移
民
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
農
場
経
営
に
必
要
な
労
働
力
需
要
を
満
し
た
。
他
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
を
所
有
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
地
主
は
季
節
移
住
の
お
か
げ
で
そ
の
土
地
の
真
価
値
を
は
る
か
に
こ
え
た
高
率
地
代
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
農
民
が

地
代
を
納
入
す
る
か
ぎ
り
、
地
主
も
政
府
も
そ
の
地
方
の
土
地
改
良
に
興
味
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
最
長
の
シ
ャ
ノ
ン
川
上
流
の
航
行
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

可
能
に
す
る
こ
と
や
沼
沢
・
荒
地
の
改
良
は
一
九
世
紀
前
半
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
季
節
移
住
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
革
命
の
底
辺
を

支
え
、
イ
ギ
リ
ス
人
地
主
に
よ
る
高
率
地
代
収
奪
を
可
能
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
土
地
改
良
を
遅
ら
せ
た
。
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3
　
工
業
労
働
者

　
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
は
一
九
世
紀
前
半
に
手
織
機
か
ら
力
織
機
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
不
熱
練
労
働
力
の
不
足
を
生
じ
た
。
他
方
、
ア
イ
ル
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
ド
で
は
一
八
三
〇
年
代
に
木
綿
工
業
が
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
に
圧
迫
さ
れ
、
急
速
に
没
落
し
、
多
数
の
失
業
者
が
移
住
し
た
。
さ
ら
に
四
〇

年
代
後
半
の
ポ
テ
ト
飢
薩
た
よ
る
大
量
の
貧
困
者
も
移
住
し
た
。
こ
う
し
た
移
民
の
多
く
が
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
に
吸
収
さ
れ
た
。
一
八
三
四

年
レ
ン
フ
ル
ー
シ
ァ
の
あ
る
紡
績
工
場
経
営
者
は
こ
の
移
民
を
歓
迎
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
「
私
の
紡
績
工
場
で
働
い
て
い
る
二
七
九
名
の
う
ち
、
一
九
九
名
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
。
…
…
私
は
一
八
〇
一
年
工
場
操
業
当
初
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か
ら
彼
ら
を
雇
っ
た
。
彼
ら
は
求
職
し
て
い
た
唯
一
の
人
々
で
あ
っ
た
。
当
時
そ
の
他
に
労
働
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ス
コ

　
　
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
他
に
仕
事
が
沢
山
あ
っ
た
か
ら
木
綿
工
場
で
働
く
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
…
…
移
民
は
優
秀
で
な
い
と
し
て
も
、
ス

　
　
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
同
様
に
良
い
労
働
者
で
あ
る
。
紡
績
は
彼
ら
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
一
生
懸
命
に
働
く
し
、
勤
勉
で

　
　
　
㊧

　
　
あ
る
。
」

　
一
八
三
〇
1
四
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
へ
の
移
民
の
流
入
が
目
立
っ
た
。
エ
ア
ー
シ
ァ
の
ガ
ー
パ
ン
で
は
三
一
年
に
人
口
六
、
四
三

〇
名
の
う
ち
四
分
の
三
は
移
民
で
あ
り
、
同
市
の
織
布
工
の
五
分
の
四
は
移
民
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
同
州
の
メ
イ
ボ
ル
で
も
移
民
織
布
工
の
居

　
　
　
　
　
　
　
⑳

住
区
が
形
成
さ
れ
た
。
五
一
年
に
木
綿
工
業
都
市
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
に
住
む
二
、
二
八
一
名
の
移
民
の
う
ち
、
五
七
％
が
木
綿
工
場
で
怪
い

⑳
た
。　

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
場
に
お
い
て
熟
練
部
門
は
イ
ギ
リ
ス
人
に
独
占
さ
れ
、
移
民
は
不
熟
練
労
働
に
従
事
し
、
移
民
の
な
か
で
熟
練

工
や
監
督
に
な
っ
た
の
は
少
数
で
あ
っ
た
。
三
〇
年
代
に
木
綿
工
業
都
市
ペ
イ
ズ
リ
ー
に
は
約
一
万
名
の
移
民
が
い
た
が
、
ド
レ
ス
布
、
肩
掛
、

モ
ス
リ
ン
な
ど
の
熱
心
工
程
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
独
占
さ
れ
、
移
民
は
糸
巻
き
、
硫
綿
、
心
張
り
、
糸
つ
な
ぎ
の
単
純
作
業
を
与
え
ら
れ
、

移
民
子
女
約
三
、
五
〇
〇
名
は
織
布
工
の
助
手
と
さ
れ
た
。
ま
た
三
四
年
ラ
ナ
ー
ク
シ
ァ
に
お
け
る
七
四
の
木
綿
工
場
に
お
い
て
も
多
数
の
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
婦
女
子
は
不
熟
練
部
門
と
漂
白
、
染
色
、
キ
ャ
ラ
コ
印
刷
な
ど
の
苛
酷
な
補
助
産
業
に
雇
用
を
見
つ
け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
う
え
、
彼
ら
の
労
働
条
件
は
劣
悪
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
通
常
朝
六
時
か
ら
夕
八
時
ま
で
働
い
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
週
給
は
成
人
男
性
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
五
一
二
五
シ
リ
ン
グ
、
婦
人
で
六
一
九
シ
リ
ン
グ
、
少
年
・
少
女
で
二
・
五
i
四
・
五
シ
リ
ン
グ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
一
八
三
〇
1
七
〇
年
代
初
に
繁
栄
し
た
鉄
・
石
炭
業
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
を
多
数
吸
収
し
た
。
当
時
、
南
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
西
部
、
カ
ン
パ
ー
ラ
ン
ド
西
部
の
炭
坑
や
西
ミ
ド
ラ
ン
ド
の
鉄
工
所
へ
の
移
民
の
流
入
が
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
エ
ア
ー
シ
ァ
の
ポ
ー
ト

ラ
ン
ギ
な
ど
鉄
鋼
・
石
炭
業
都
市
で
は
一
八
五
〇
年
ご
ろ
に
移
民
地
区
が
形
成
さ
れ
た
。
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
シ
ァ
の
鉄
鋼
業
も
四
〇
年
代
に
急
成

長
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
従
業
員
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
を
雇
っ
た
。
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鉄
・
石
炭
業
に
雇
わ
れ
た
移
民
の
う
ち
、
若
干
が
ス
ト
ラ
イ
キ
破
り
と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
あ
る
ク
ラ
イ
ド
製
鉄
所

経
営
者
は
二
八
二
五
年
の
最
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
い
て
一
〇
〇
名
を
、
三
六
1
、
三
七
年
の
争
議
に
一
五
〇
名
を
、
四
二
年
に
二
八
○
名
を

雇
っ
た
。
彼
ら
は
主
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
た
。
ま
た
ラ
ナ
ー
ク
シ
ァ
の
ダ
ン
ダ
イ
バ
ン
炭
坑
の
あ
る
監
督
は
一
八
四
四

年
に
「
毎
年
争
議
に
よ
っ
て
坑
夫
の
新
人
が
蓄
積
さ
れ
た
。
彼
ら
は
六
週
間
で
ノ
ル
マ
を
産
出
す
る
坑
夫
に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
大
部
分
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
。
一
八
三
七
年
の
最
初
の
大
争
議
以
来
、
少
な
く
と
も
四
千
名
が
入
社
し
、
こ
の
仕
事
を
離
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ

⑫た
。
移
民
が
就
労
し
た
の
は
単
純
な
作
業
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
三
〇
年
代
に
約
三
二
〇
名
の
移
民
を
雇
っ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
（
≦
’
U
ジ
。
詳
）

経
営
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
付
近
の
炭
坑
で
は
、
移
民
は
牽
引
人
、
エ
ン
ジ
ン
運
転
手
、
ハ
ン
マ
ー
央
、
坑
内
清
掃
人
、
運
搬
人
な
ど
主
と
し
て
一
般

　
　
　
　
　
　
⑳

労
働
に
従
事
し
た
。

　
当
時
の
炭
坑
夫
や
鉄
鋼
労
働
者
の
労
働
条
件
も
悪
か
っ
た
。
炭
坑
夫
は
一
〇
時
間
労
働
で
、
週
に
四
…
五
日
聞
働
き
、
そ
の
週
給
は
住
宅
・

石
炭
付
で
最
高
一
ポ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
、
最
低
一
六
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
児
童
の
賃
金
は
も
っ
と
低
く
、
四
二
年
の
『
雇
用
委
員
会
報
告
』

に
よ
れ
ば
、
通
風
戸
番
人
の
九
歳
の
児
童
は
一
二
時
間
働
い
て
日
給
八
ペ
ン
ス
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
支
払
い
は
月
一
回
が
通
常
で
あ
っ
た
が
、

二
一
三
か
月
間
隔
の
支
払
い
も
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の
月
給
制
が
、
現
物
給
与
禁
止
法
（
汁
げ
¢
a
門
H
煽
O
犀
》
O
け
○
一
日
Q
◎
Q
Q
日
）
の
施
行
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
両
産
業
に
お
け
る
現
物
給
与
制
の
存
続
を
可
能
に
し
た
。
四
四
年
に
ラ
ナ
ー
ク
シ
ァ
の
一
二
の
製
鉄
所
の
う
ち
九
所
で
は
会
社
と

結
託
し
た
生
活
品
の
販
売
所
が
あ
り
、
従
業
員
は
こ
こ
で
買
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
。
こ
の
捌
度
に
つ
い
て
従
業
員
た
ち
は
「
も
し
そ
こ
で
買

わ
な
い
な
ら
ば
、
不
景
気
の
と
き
最
初
に
解
雇
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
た
」
、
「
そ
の
店
で
買
う
こ
と
を
暗
黙
の
う
ち
に
強
綱
さ
れ
た
」
と

不
平
を
言
っ
た
。
一
八
五
〇
1
六
〇
年
代
に
こ
の
欄
度
の
存
続
は
議
会
で
非
難
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
炭
坑
夫
協
会
（
夢
Φ
ω
8
窪
ω
び
冨
ぎ
2
ω
、

〉
ω
ω
。
鼠
舞
。
ロ
）
書
記
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
七
一
年
に
現
物
給
与
制
調
査
委
員
会
で
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
四
五
、
○
○
○
名
の
炭
坑
夫
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
五
、
○
○
○
名
は
現
物
給
与
制
の
犠
牲
者
で
あ
る
」
と
証
雷
し
た
。
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4

土
木
、
建
設
、
一
般
労
働
者
と
そ
の
他

　
産
業
革
命
の
発
展
に
伴
っ
て
、
原
料
と
製
品
の
輸
送
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
金
土
で
道
路
建
設
、
運
河
開
削
、
鉄
道
敷
設
、
港
湾
拡
張
が
さ
か

ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
土
木
工
事
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
下
穿
罠
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、

移
民
は
ポ
テ
ト
と
ミ
ル
ク
の
質
素
な
食
事
で
も
肉
体
労
働
を
い
と
う
こ
と
な
く
、
つ
る
は
し
や
シ
ャ
ベ
ル
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る
強
靱
な
体
力

を
も
ち
、
か
つ
居
住
の
根
を
持
た
ず
、
可
動
性
を
持
っ
た
。

　
一
九
世
紀
前
半
す
で
に
運
河
や
道
路
の
建
設
に
お
い
て
、
こ
の
移
民
の
雇
用
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
三
一
四
七
年
に
約
一
五
〇
万
ポ

ン
ド
を
投
じ
て
行
わ
れ
た
カ
レ
ド
ニ
ア
ン
運
河
の
開
削
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地
人
の
海
外
移
住
を
食
い
と
め
る
こ
と
を
顕
的
と
し
た
が
、
こ

の
工
事
に
実
際
に
従
事
し
た
工
夫
の
大
部
分
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
っ
た
。
一
八
一
八
一
二
二
年
中
ユ
ニ
オ
ン
運
河
建
設
の
た
め
の
労

働
者
は
最
初
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
北
部
で
募
集
さ
れ
た
。
　
一
八
二
七
年
移
住
特
別
委
員
会
（
夢
Φ
ω
・
軌
跡
9
ヨ
白
蕉
Φ
。
三
国
巳
σ
Q
蜀
¢
。
ロ
）
に
お

い
て
あ
る
証
人
は
「
道
路
、
排
水
溝
、
運
河
の
建
設
の
契
約
者
は
…
…
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
広
告
を
送
り
、
仕
事
の
大
き
な
展
望
を
述
べ
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
入
に
来
る
よ
う
要
請
す
る
ケ
ー
ス
は
習
慣
的
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
た
し
、
ま
た
他
の
証
人
は
「
広
い
道
路
、
運
河
、
下
水
施
設
の
建

設
に
雇
わ
れ
た
一
〇
〇
名
の
工
夫
の
う
ち
、
九
〇
名
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
と
知
っ
て
も
、
私
は
驚
か
な
い
漏
と
も
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
建
設
は
一
八
ニ
ニ
年
か
ら
始
ま
り
、
同
世
紀
末
ま
で
続
い
た
が
、
そ
の
最
盛
期
は
一
八
三
〇
一
六
〇
年
で
あ
っ
た
。
鉄
道

工
事
は
低
賃
金
で
き
び
し
い
労
働
で
あ
り
、
工
事
現
場
は
つ
ね
に
移
動
し
た
の
で
、
工
夫
も
移
動
を
要
求
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
職
場
の
移

動
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
、
移
民
が
そ
こ
へ
進
出
し
た
。
一
八
四
一
年
頃
ク
ル
ー
や
バ
ー
ケ
ン
ヘ
ッ
ド
の
よ
う
な
鉄
道
と
共
に
発
展
し
た
新
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

市
周
辺
に
多
く
の
移
民
工
夫
の
姿
が
み
ら
れ
た
。
オ
コ
ン
ナ
ー
は
鉄
道
工
夫
の
う
ち
移
民
が
三
〇
％
と
評
価
し
た
が
、
ハ
ン
ド
レ
イ
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
鉄
道
工
夫
の
半
分
以
上
が
移
民
で
あ
っ
た
と
算
定
し
、
一
八
三
〇
年
代
に
グ
ラ
ス
ゴ
i
－
エ
ア
ー
線
を
建
設
し
た
工
夫
の

四
分
の
三
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
で
あ
っ
た
と
し
た
。
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移
民
は
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
掘
り
に
も
従
事
し
た
。
ブ
ル
ー
ネ
ル
父
子
は
一
八
二
五
－
四
三
年
に
当
時
と
し
て
は
夢
の
よ
う
な
テ
ー
ム
ズ
河
底
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ン
ネ
ル
の
開
削
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
在
住
の
移
民
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
。
そ
れ
で
移
民
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
偏
見
や
非
難
に
対
し
、
移
民
は
「
私
た
ち
が
あ
な
た
た
ち
の
鉄
道
を
建
設
し
た
」
と
言
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
港
湾
の
拡
張
や
新
設
も
移
民
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
産
業
革
命
で
生
産
さ
れ
た
大
量
の
製
品
輸
出
と
原
料
輸
入
に
対
処
す
る
た
め
港
の
拡
張
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

新
設
が
流
行
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
港
は
急
ピ
ッ
チ
で
拡
張
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
こ
の
種
の
仕
事
を
嫌
っ
た
の
で
、
移
民
が
雇
わ
れ
た
。
ま

た
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
ポ
ー
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
、
エ
ア
ー
、
リ
ー
ス
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
、
グ
リ
ー
ノ
ク
、
グ
ラ
ン
ト
ン
な
ど
の
港
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

張
あ
る
い
は
新
港
建
設
は
運
河
建
設
終
了
で
失
業
し
た
移
民
の
多
く
を
吸
収
し
た
。

　
港
湾
会
社
は
船
荷
の
積
み
・
お
ろ
し
に
移
民
を
好
ん
で
採
用
し
た
。
一
八
三
五
年
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
キ
ャ
サ
リ
ン
港
湾
会
社
の
書
記
ハ

ル
（
い
国
亀
）
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
若
干
の
ド
イ
ツ
人
の
援
助
な
し
に
は
港
湾
の
仕
事
は
し
ば
し
ば
停
滞
す
る
だ
ろ
う
。
…
…
港
湾
で
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

わ
れ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
通
常
頑
丈
な
男
で
あ
り
…
…
き
び
し
い
労
働
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
賞
讃
し
た
。

　
一
八
三
〇
年
代
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
港
の
約
一
、
○
○
○
名
の
港
湾
労
働
者
の
う
ち
、
約
七
〇
〇
名
は
移
民
で
あ
っ
た
。
リ
バ
プ
ー
ル
港
で
も
三

四
年
に
競
演
、
五
〇
〇
名
の
移
民
が
港
湾
労
働
者
と
し
て
働
い
た
。
さ
ら
に
ポ
テ
ト
飢
謹
の
余
波
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
こ
の
港
へ
殺
到
し
、

一
八
五
一
年
に
は
全
港
湾
労
働
者
の
二
分
置
一
か
ら
四
分
の
三
ま
で
が
そ
の
移
民
で
占
め
ら
れ
た
。
港
湾
労
働
者
の
労
働
条
件
も
劣
悪
で
有
名

で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
雇
用
に
は
二
形
態
あ
り
、
一
つ
は
定
期
雇
用
で
週
給
約
三
六
シ
リ
ン
グ
の
荷
揚
げ
人
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
時
間
給
五
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ン
ス
の
日
雇
で
あ
っ
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
土
木
・
建
設
業
へ
早
期
に
進
出
し
、
一
八
三
〇
年
頃
ま
で
に
そ
の
仕
事
を
独
占
し
た
。
た
と
え
ば
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
の
れ
ん
が
積
み
工
は
一
九
世
紀
初
に
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
代
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
移
民
で
あ
っ
た
。

五
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
建
築
工
約
三
万
八
千
名
の
う
ち
、
一
万
二
千
名
は
週
給
一
三
－
一
＝
シ
リ
ン
グ
の
旦
雇
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
移
民

で
あ
っ
た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
周
辺
に
お
け
る
れ
ん
が
、
タ
イ
ル
、
陶
器
の
作
業
場
に
お
け
る
粘
土
の
運
搬
や
粉
砕
と
採
石
場
で
の
単
純
作
業
は
移
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⑯

民
の
仕
事
と
な
っ
た
。

　
鉄
道
・
運
河
工
事
の
終
了
後
、
移
民
は
都
市
の
水
道
、
下
水
道
、
貯
水
池
、
電
灯
、
ガ
ス
の
諸
工
事
に
雇
わ
れ
た
。
一
八
四
七
年
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
水
道
会
社
が
雇
っ
た
三
八
五
名
の
う
ち
ニ
ニ
四
名
は
移
民
で
あ
っ
た
。
コ
・
ミ
ス
ト
ン
、
ス
ウ
ォ
ン
ス
ト
ン
、
ρ
i
ガ
ン
リ
ー
に
お
け
る
貯

水
池
造
り
に
多
数
の
移
民
が
参
加
し
た
。
五
〇
年
代
カ
ト
リ
ン
湖
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
ま
で
の
大
水
道
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
布
設
工
事
に
も
多
く
の

移
民
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
ガ
ス
工
事
会
社
経
営
者
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
す
ぐ
れ
た
労
働
者
で
あ
り
、
私
た
ち
は
彼
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

最
良
の
労
働
者
を
得
て
い
る
。
…
…
彼
ら
の
勤
務
は
こ
の
町
で
大
き
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
」
と
喜
ん
だ
。

　
土
木
・
建
設
労
働
者
の
雇
用
は
二
形
態
あ
っ
た
。
一
つ
は
ギ
ャ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
組
長
の
下
に
一
〇
名
前
後
で
構
成
さ
れ

た
組
制
度
で
、
一
種
の
自
治
組
織
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
家
庭
よ
り
も
仕
事
と
契
約
者
へ
の
忠
誠
を
重
ん
じ
た
。
仕
事
は
組
長
を
通
じ
て
請
負
わ

れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
鉄
道
敷
設
に
従
事
し
た
移
民
の
大
多
数
は
ド
ニ
ゴ
ー
ル
州
出
身
で
固
め
ら
れ
た
ド
ニ
ゴ
！
ル
・
ギ
ャ
ン
グ
に
属
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
彼
ら
の
平
均
日
給
は
一
九
世
紀
に
約
五
シ
リ
ン
グ
で
、
支
給
は
月
給
制
で
、
現
物
給
与
制
の
所
が
多
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
形
態
は
旦
腱

で
あ
っ
た
。
旦
羅
は
個
人
的
に
毎
朝
工
場
の
門
前
、
港
湾
、
建
設
現
場
へ
行
き
、
雇
わ
れ
る
の
を
待
っ
た
。
作
業
場
の
移
動
は
雇
用
の
不
安
定

性
を
増
し
た
。
彼
ら
の
賃
金
は
ギ
ャ
ン
グ
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。
移
民
の
多
く
は
常
吉
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
一
八
五
〇
年
ペ
ト
の
鉄
道
建

設
会
社
は
約
一
万
四
千
名
を
雇
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
千
七
百
名
の
み
が
ギ
ャ
ン
グ
に
属
し
、
他
は
日
雇
で
、
日
雇
の
大
部
分
は
移
民
で
あ
っ

㊥
た
。　

行
商
は
移
民
が
困
窮
し
た
と
き
容
易
に
進
出
す
る
こ
と
の
で
き
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
仕
事
熱
心
は
他
の
人
種
を
圧
倒
し
た
。
一
九
世

紀
後
半
に
は
ロ
ン
ド
ン
や
リ
バ
プ
ー
ル
な
ど
の
大
都
市
で
、
果
物
・
野
菜
、
魚
、
雑
貨
、
パ
ブ
、
飲
食
店
、
質
屋
の
店
主
の
問
で
ア
イ
ル
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ド
系
の
比
率
が
ふ
え
、
彼
ら
は
ユ
ダ
ヤ
系
を
追
い
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
ほ
か
軍
人
、
警
官
、
税
関
職
員
、
道
路
掃
除
人
、
荷
物
運
搬
入
、
馬
丁
、
ボ
ー
イ
、
ラ
ン
プ
点
灯
夫
に
移
民
の
姿
が
み
ら
れ
、
ま
た
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

く
の
移
民
女
性
が
家
事
手
伝
い
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
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アイルランド系移罠とイギリス産業革命（富岡）

　
イ
ギ
リ
ス
産
業
策
命
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
を
従
属
・
支
配
し
、
破
黙
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
木
綿
工
業
の
繁
栄
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
木
綿
工
業
の

発
展
を
随
止
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
農
業
は
転
作
か
ら
イ
ギ
リ
ス
向
け
牧
畜
へ
転
換
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
ポ
テ
ト
飢
鰹
は
そ
の
農
業
を
壊

滅
さ
せ
た
。
飢
薩
は
犠
牲
者
を
出
し
、
困
窮
者
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
大
量
の
移
民
が
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
。
そ
の
結
果
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
は
半
減
す
る
と
い
う
悲
劇
を
招
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
移
民
は
産
業
革
命
で
繁
栄
し
て
い
た
諸
産
業
に
吸
収
さ
れ
た
。
彼
ら
は
ま
ず
大
農
場
と
木
綿
工
業
で
、
そ
の
後
、
鉄
・

石
炭
・
金
属
工
業
お
よ
び
土
木
工
事
に
雇
わ
れ
た
。
移
民
の
集
中
居
住
地
も
当
初
は
木
綿
工
業
地
帯
の
ラ
ン
カ
シ
ァ
や
グ
ラ
ス
ゴ
ー
周
辺
で
あ

っ
た
。
や
が
て
鉄
・
石
炭
業
繁
栄
時
代
と
な
る
と
、
移
民
も
鉄
・
石
炭
業
地
帯
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
、
中
部
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
南
部
へ
押
し
寄

せ
た
。
ま
た
、
運
河
、
鉄
道
工
事
の
拡
大
と
共
に
、
彼
ら
も
全
土
へ
拡
が
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
移
民
が
就
職
し
た
主
な
仕
事
は
農
業
、
木
綿
工
業
、
鉄
鋼
業
、
金
属
工
業
、
石
炭
業
、
道
路
・
運
河
・
鉄

道
建
設
、
港
湾
労
働
、
建
築
業
お
よ
び
家
事
手
伝
い
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
工
業
革
命
と
農
業
革
命
に
よ
っ
て
急
成
長
し
た
諸
産
業
と
そ
れ
に
関

連
し
た
愚
察
7
運
輸
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
不
熟
練
労
働
部
門
に
で
あ
っ
た
。
そ
の
労
働
条
件
は
悪
く
、
労
働
時
間
は
長
く
、
重
労
働
で
、
多
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く
は
旦
羅
で
、
賃
金
は
低
く
、
職
場
は
し
ば
し
ば
移
動
し
た
。
つ
ま
り
、
移
民
が
就
業
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
好
ま
な
い
部
門
で
あ
っ
た
。

　
労
働
条
件
は
悪
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
の
賃
金
率
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
そ
れ
よ
り
も
良
か
っ
た
。
一
九
世
紀
前
半
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

で
の
週
給
は
日
雇
で
一
一
シ
リ
ン
グ
、
運
搬
人
で
一
五
シ
リ
ン
グ
、
熟
練
工
で
欝
雇
の
倍
で
あ
っ
た
。
移
民
は
ポ
テ
ト
、
バ
タ
ー
、
ミ
ル
ク
、

塩
に
し
ん
で
暮
し
た
の
で
、
一
八
三
〇
年
代
四
人
家
族
の
サ
ン
プ
ル
週
食
費
は
約
九
シ
リ
ン
グ
で
一
部
屋
住
宅
の
家
賃
は
年
約
三
ポ
ン
ド
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
。
し
た
が
っ
て
倹
約
す
る
移
民
は
少
額
の
貯
え
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
状
態
が
続
く
限
り
、
移
住
も
続
い
た
。
他
方
、
産
業
革
命

で
急
成
長
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
家
に
と
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
　
一
八
五
五
年
コ
ー
ダ
ー
（
｝
．
o
・
a
2
）
は

議
会
に
お
い
て
は
「
旦
羅
労
働
者
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
く
に
大
都
市
に
と
っ
て
最
も
有
益
な
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
の

労
働
な
し
に
は
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
証
言
し
た
。
移
民
は
苛
酷
で
不
愉
快
な
労
働
部
門
に
も
よ
く
働
く
不
熟
練
労
働
者
で
あ
っ

た
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
の
資
本
家
に
歓
迎
さ
れ
た
。

　
要
す
る
に
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
繁
栄
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
を
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
労
働
者
は
貧
窮
化
し
、
職
を
求

め
て
イ
ギ
リ
ス
へ
移
住
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
不
熟
練
労
働
者
と
し
て
そ
の
産
業
革
命
の
底
辺
を
支
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
の
発
展
を
遅
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
①
　
口
ρ
謬
巳
Φ
蛍
㌧
い
8
丸
斜
壽
3
岩
娼
’
卜
Ω
日
⑦
1
野
瀬
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Irish　Migrants　and　the　lndustrial　Revoltttion　in　Britain

by

Jiro　Tomioka

　　The　most　remarkable　aspect　of　lreland’s　aberrant　history　in　the

later　nineteenth　century　is　surely　the　disappearance　of　nearly・half　per

population．　This　was　largely　due　to　massive　migration．　The　reasons

for　this　migration　were　the　destruction　of　lrish　economy　by　Brltish

capitalism　and　great　potato　famine　over　the　period　1845－1850　in　lreland．

Britain　has　absorbed　the　majority　of　the　lrish　migrants．　Employments

were　found　for　the　Irish狐igraロts　through　the　rapid　development　in

the　nlneteenth　century　of　the　British　cotton，　coal，　iron　and　metal

industries　and　railways．　British　capitalists　found　the　lrishmen　useful

labourers　for　the　development　of　their　industries．

　　The　key　to　the　migrants’　reputation　in　Britain　was　probably　their

concentration　at　the　economic　margin　among　unskilled　labourers．　The

Irish　in　Britain　often　comprised　a　highly　mobi！e　proletariat，　acutely

responsive　to　fluctuations　in　demand　of　labour　and　unusually　adept　at

securing　the　worst　jobs　which　were　disliked　by　English　labourers．　lrish

migrants　were　absolutely　necessary　for　the　development　of　the　British

industries　durihg　the　industria！　revelution．　But　their　migration　has

disturbed　the　economic　improvements　of　lreland．

The　Changing　Process　of　the　Bakufu－Shugo幕府一守護

Regime－A　Case　Study　of　the　Kuftiyaku国役Imposition

　　　　　in　the　F2rst　Half　of　the　Sixteenth　Century一

by

Norikazu　lmaoka

　　The　IkkokuheikiHyaku一国平均役of　the　Muromachi－Bakufu室町幕府

was　the　base　of　the　Bakufu－Shugo　regime，　but　its　actual　conditions　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（672）




